
太子町文化財資料 第75集

平成14・15・16年度

棺成文i,aオ詞企年紙

2009年3月

太子町教育委員会



平成14・15・16年度

棺成文~,オ詞企年紙
―町単費事業及び受託事業対象分ー

2009年3月

太子町教育委員会





例 言

1. 本書は、平成14・15・16年度に実施した発掘調査のうち、町単費事業及び受託事業として実施した

埋蔵文化財発掘調査の概要報告書である。

2. 調査は、太子町教育委員会が主体となり、同社会教育課海野浩幸が担当した。

3. 本書の示す標高はT.Pを基準とし、方位は磁北を示す。

4. 本書で用いた経緯度は、世界測地系を基準とした。

5. 本書の執筆・編集は、海野が行った。

6. 遺物実測図の断面は、縄紋土器・弥生土器・土師器は黒抜で、須恵器・瓦は白抜、磁器はドットで

石製品は斜線で示した。

7. 本報告書に使用した図面・写真は、太子町教育委員会が保管している。
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図1 太子町位置図
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I 平成14年度調査概要

平成14年度では、 12件の調査を実施した。その内訳は、民間の開発事業に伴う試掘確認調査が 5件、

公共事業に伴う確認調査が5件、公共事業に伴う本発掘調壺が1件、学術調査が1件である。

そのうち、学術調査1件を国庫補助事業として実施した。

表1 平成14年度発掘調査一覧

No. 遺跡名 所在地 事業内容 開発面積 調査面積 調査期間 備 考

(rriう (rrlう

1 鯖石田遺跡 鵠字石田 店舗建設 1251.97 70 平成14年4月22日 本書掲載

~4月23日

2 東南遺跡 鯖字構ノ内 下水道埋設 L=lOOm 150.8 平成14年 7月8日 公共事業

（第15次調査） ~8月2日 本書掲載

3 饒遺跡 東保字高田 駐車場整備 486.72 36.5 平成14年9月26日 公共事業

（第18次調査） ~10月4日 本書掲載

4 倒駈麒亦 東保字高田 交番庁舎建設 173.85 19 平成14年9月30日 公共事業

（第19次調査） ~10月3日 本書掲載

5 舟船鬱亦 鮪字／」栗田 宅地造成 1731.72 76.5 平成14年9月30日 本書掲載

（第20次調査） ~10月11日

6 蓮常寺東遺跡 蓮常寺字大 宅地造成 1700 48 平成14年 10月22日 本書掲載

道

7 糸井字前田 糸井字前田 共同住宅建設 1663.14 48 平成14年 10月30日 本書掲載

~10月31日

8 触遺跡 東保字高田 交番庁舎建設 173.85 44 平成14年 11月5日 本調査

（第21次調査） ~11月12日 公共事業

本書掲載

， 斑鳩寺遺跡 触字斑鶏寺 学術調査 53.5 53.5 平成14年 11月7日 文化財資料

（第9次調査） 国庫補助事業 ~11月28日 第68集

10 斑鳩小学校遺 舟鳥字ヰ卯ノ内 防火水槽埋設 25.2 16 平成14年 12月22日 公共事業

跡 ~12月24日 文化財資料

（第2次調査） 第72集

11 南柳遺跡 佐用岡字南 駐車場整備 1200 65.8 平15年 1月16日 公共事業

（第8次調査） 柳他 ~1月20日 本書掲載

12 蓮常寺北選跡 蓮常寺字一 店舗建設 2599.99 80.34 平成15年3月 17日 本書掲載

（第4次調査） ノ宮 ~3月19日
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図2 平成14年度調査位置図



嶋石田遺跡（第3次調壺）

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町鵠字石田1401-1 

2. 調資機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調杏担当者

太子町教育委員会社会教育課 三村修次

同 海野浩幸

4. 調杏期間

平成14年4月 22 日 ~4月 23 日

5. 調杏面積

70rrl 

6. 記録作成

遺構実測図 (1/20)、土層実測図 (1/20)、 トレンチ配置図 (1/100)

図3 トレンチ配置図(1/2,500)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度49分50秒）、東経 (134度34分7秒）

7. 調究に至る経過

太子町嶋字石田1401-1において営業所改築工事が計画され、工事予定地は周知の埋蔵文化財である

触石田遺跡の回蔵地内であるため、工事に先立ち、遺跡の広がり及び遺構の保存状況を確認する目的で

確認調介を実施した。

8. 調在の概要

調査は、幅2.5m前後、長さ4-12mのトレンチを計4箇所設定し、遺構・遺物包含層の検出にあたっ

た。調壺地の基本土層は、上層から盛土、耕土で淡暗茶褐色砂質土・地山となる。盛土は平均1.6m前

後であるが、 2トレンチでは1.9mで遺構面になる。検出された遣構は、 1トレンチから南西方向に延

びる幅56cmを測る溝、 4トレンチから柱穴、土坑である。各トレンチは、瓦用粘土採掘と先の建築に

よる掘り方による撹乱を受けている。

ヤ
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潰l

I 
~ ~ ~ 

ー
~
ヽ
―

" 

I> 

1• 

" 

1トレンチ

゜
4m 

4トレンチ

図4 遺構平面図
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9. まとめ

今回の調査地区は、鯖石田遺跡の中央東部にあたるが、調査面積に対して確認された遺構は乏しかっ

た。また、瓦用粘土採掘及び建築工事による撹乱が著しいことが確認された。今後、調査地東側で予定

されている県道改良工事による県教育委員会の発掘調査によって、当遺跡の実態が解明されることを期

待したい。

図5 1トレンチ（南より）

図6 4トレンチ（東より）
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東南遺跡（第15次調壺）

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町触字構ノ内 3番地他

2. 調壺機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調資担当者

太子町教育委員会社会教育課 三村修次

同 海野浩幸

4. 調査期間

平成14年7月8日-8月2B 

5. 調資面積

150.8rrl 

6. 記録作成

図7 調査区配置図 (1/2,500)

遺構実測図 (1/20)、土層実測図 (1/20)、遺物実測図 (1/1)、調査区配置図 (1/500)

写真記録（カラー35mmネガ／リバーサル、カラー120mmリバーサル 6X 7版）

北緯 (34度49分48秒）、東経 (134度35分00秒）

7. 調査に至る経過

太子町嶋字構ノ内 3番地他において平成13年度に引き続き、（主）太子御津線［街路龍野線］の東側歩

道部分への公共下水道の埋設工事が実施されることになった。工事予定箇所は、周知の埋蔵文化財であ

る東南遺跡の包蔵地内にあたることから、発掘調壺を実施した。調壺箇所は、関西電力鯖変電所の東方

で、兵庫県教育委員会が平成13年度に発掘調壺を実施した II-皿区地点の東側歩道部分に位置する。調

査地は標高13.lOm前後を測り、現況は道路用地である。

8. 調査の概要

調在は、幅1.5mで南北約100mについて実施した。調企の結果、調査地の大半は近・現代の粘土採掘

土坑による撹乱を受けており、遺構は南端部と北端部で検出されただけである。

南端部では、中世と縄紋時代後期の 2面の遺構面を確認した。第 1遺構面は中惟の遺構面で、耕土直

下の暗茶褐色粘質土面で明褐色砂質土を埋土とする溝 1条とピット 2基を検出した。溝は幅約 lm、深

さ15cmを測り、北西から南東方向に走る。第2遺構面は縄紋後期の遺構面で、黄褐色粘質土・地山面で

土坑 1基、ピット 6基を検出した。土坑は、幅約1.2m、深さ20cmを測り、埋土中にば焼土粒、炭片を

包含している。土坑底面で焼土面が検出された。

地山面までには、第1遺構面である暗茶褐色粘質土の下層で暗黄色土の間層をはさんで堆積する淡褐

色土• 他含層を経て黄褐色粘質土・地山面にいたる。

北端部では、耕士直下の黄褐色粘質土・地山面でピット 5基を検出するにとどまった。

遺物は、粘士採掘土坑から弥生式土器・須恵器・近世陶磁器と、南端部で検出された縄紋遺物包含層

から縄紋式土器と小量のサヌカイト片が出土した。出土遺物は、いずれも細片で実測図化できたものは

わずかである u
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9. まとめ

今回の調査地点では、南端部で縄紋時代後期と中世の遺構が検出されたが、中央部以北では撹乱が著

しく、数基のピットを検出するにとどまった。遺構の分布状況から東南遺跡の北端にあたると考えられ

る。この結果は、隣接する県教育委員会の調査地区の成果とも整合するものである。

図8 調査区全景（南より） 図9 南端部第 2遺構面（北より）
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図10 土層断面図
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1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町東保字高田59

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

嶋遺跡（第18次調壺）

太子町教育委員会社会教育課 三村修次

同 海野浩幸

4. 調査期間

平成14年9月26日~10月4B

5. 調査面積

36,5rrl 

6. 記録作成

図13 トレンチ配置図(1/2,500)

遺構実測図 (1/10・1/20)、土層実測図 (1/20)、遺物実測図 (1/1)、 トレンチ配置図 (1/300)、

写真記録（カラーネガ／リバーサル35mm、カラーネガ 120呻 6X7版、デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度49分56秒）、東経 (134度35分4秒）

7. 調資に至る経過

太子町東保字高田59において太子町立文化会館北側駐車場の北東部の拡張が計画され、工事予定地は、

固知の埋蔵文化財である饒遺跡の包蔵地内にあたるため、遺構に影響の及ぶ擁壁施行部分について発掘

調壺を実施した。調査地の現況は、標高13,00m前後を測る畑である。

8. 調資の概要

調査は、北側擁壁部分に 2XlOm、南側擁壁部分に1,5x llmのトレンチを設定して実施した。

1トレンチ 北側擁墜部分に設定したトレンチで、土層は上層から耕士（約20cm)、灰黄色粘質士

（約18cm)、弥生式土器細片を包含した淡黄褐色砂質土（約20cm)で淡黄褐色粘質土の地山となっている。

遺構は、ピット 5 墓を検出しただけである。いずれも耕土直下から掘り込まれており、径10~2ocm、深

さ 17~43cmを測る。埋土は明黄色細砂士をブロック状に含んだ灰白色細砂である。中世以降のピット

と考えられる。遺物は、灰黄色粘質士からサヌカイト製石鏃片 1点を含む弥生式土器片・土師器片・須

恵器片と、淡黄褐色砂質土から弥生式士器片が出士した。

2トレンチ 南側擁壁部分に設定したトレンチで、士層は上層から耕土（約20cm)直下で黄褐色砂質

土の地山となっている。遺構は、土坑 2 基、ピット 23基が検出された。土坑は、それぞれ長径60~70cm、

短径約40cmの楕円形を呈し、深さ I0~13cmを測る。ピットは、限られた調壺区のため建物とし復元でき

るものは認められなかったが、径 8~40cm、深さ 15~50cmを測り、弥生時代中期の壺片を埋納したもの

(P-1)、根石状に河原石を内蔵したもの (P-2・7・8・9)がある。なお、 p-7からは上層から台付

鉢が出土している。遺物は、遺構面上から弥生式土器片・須恵器片、遺構内から弥生式士器片が出土し

た。
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9. まとめ

調査の結果、南トレンチで弥生時代の土坑・ピットが検出されたが、北トレンチでは中世以降と考え

られるピットがわずかに検出されただけで、南トレンチと北トレンチとでは遺構の密度に極端な差があ

ることが認められた。また、北トレンチでの土層観察によると、南トレンチ以北は流路あるいは低湿地

状の地形に移行していくものとみられ、今回の調査地点は、嶋遺跡が立地する微高地の縁辺部に位置す

るものと考えられる。

゜
◎
 

◎ 

|<、―

゜
1トレンチ

土喜 (、一

◎ -1 
@@  .. 層c” g[ 

゜
2m 

2トレンチ

図14 遺構平面図

図15 1トレンチ全景（西より） 図16 2トレンチ全景（西より）
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嶋遺跡（第19次調壺）

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町東保字高田54-1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調資担当者

太子町教育委員会社会教育課 三村修次

同 海野浩幸

ロ、

I 
I , , ... ,.. l 

',4 
I 

I 
I 

: II I 
I 

I I 
I ,-

I I I I 

4. 調査期間

平成14年9月 30 日 ~10月 3 日

5. 調査面積

19面

6. 記録作成

遺構実測図 (1/80)、土層実測図 (1/20)、遺物実測図 (1/1)、 トレンチ配置図 (1/250)

図18 トレンチ配置図 (1/2,500)

写真記録（カラーネガ／リバーサル 35mm・デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度49分54秒）、東経 (134度35分4秒）

7. 調査に至る経過

太子町東保字高田54-1において龍野警察署斑鳩交番庁舎の新築工事が計画され、建築予定地は、周

知の埋蔵文化財である嶋遺跡の包蔵地内にあたるため、遺構及び遺物包含層の有無を確認するため確認

調査を実施した。調査地は太子町の中央部、大字東保地区の西部で月身地区との境に位置している。また、

町立文化会館北側駐車場南東端部に位置する。

8. 調査の概要

調査は、幅2m、長さ5mのトレンチを2箇所設定し、

遺構・遺物包含層の検出にあたった。

調査地の基本土層は、上層から盛土（約50cm)、耕

土（約20cm)、 白灰色砂質土・床土 (2~14cm) で

黄色粘質土・地山となり、地山面が遺構面となる。遺

構面の標高は、 12.80m前後を測る。

検出された遺構は、 1~2 トレンチで南北方向の溝

1条を検出した。溝は、幅2.8m前後を測り、上層の鈍

い明黄褐色粘砂質土から磨耗した士師器片が数点出士

した。遺物は、溝上層からのものの他に、 1トレンチ

かから砥石片が出土した。

-
1
6
 口冒

。
10cm 

図19 1トレンチ出土遺物
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9. まとめ

今回の調査地区は触遺跡の東端部にあたると考えられ、検出された遺構は集落の東端を流れる溝と考

えられ、弥生時代後期末から古墳時代前期の時期のものである。
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図20 遺構平面図・土層断面図
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嶋遺跡（第20次調査）

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町鯖字小栗田1304-1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 三村修次

同 海野浩幸

4. 調査期間

平成14年 9 月 30 日 ~10月 11 日

5. 調査面積

37.5面

6. 記録作成

図21 トレンチ配置図 (1/2,500)

遺構実測図 (1/20)、土層実測図 (1/20)、遺物実測図 (1/1)、 トレンチ配置図 (1/250)

写真記録（カラーネガ／リバーサル 35mm)

北緯 (34度49分59秒）、東経 (134度35分4秒）

7. 調査に至る経過

太子町字小栗田1304-1において宅地開発の計画があがり、開発予定地は周知の埋蔵文化財である鯖

遺跡の包蔵地内であるため、平成13年度にトレンチ 5箇所を設定して確認調査を実施したところ、 3箇

所のトレンチ (1・3・5)で溝・土坑の遺構が検出されたため、掘削により遺跡に影響が及ぶ擁壁施行

部分について、発掘調壺を実施した。調査地の現況は、駐車場として利用されており、標高14m前後を

測る。

8. 調究の概要

調査は、東側の擁壁施行部分について、 1.5X 26mのトレンチを設定して実施した。調査地の土層は、

表土（約20cm)直下で黄色粘質土・地山となっており、 トレンチ中央部北寄りで南東方向の溝 1条を

検出した。溝は、幅約5m、深さ50cmを測り、弥生式土器片が小量出土した。なお、今回の調壺箇所に

おいても周辺部の調査と同様、近・現代の瓦粘土採掘による撹乱が随所にみられた。

図22 トレンチ全景（北より） 図23 溝土層断面
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9. まとめ

調査の結果、今回の調査地点は嶋遺跡の北西縁辺部に位置すると考えられる。検出された遺構は、出

土遺物から弥生時代後期の時期のものと考えられる。
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図24 溝土層断面図

［
 
二

゜
4m 

図25 遺構平面図
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図26 溝出土遺物
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蓮常寺東遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町蓮常寺字大道53-6

2. 調資機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調壺担当者

太子町教育委員会社会教育課

同

他 2筆

三村修次

海野浩幸

4. 調査期間

平成14年10月22日

5. 調査面積

48rrl 
＼
 

＼
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＼
 

... r
¥
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6. 記録作成

土層実測図 (1/20)、遺物実測図 (1/1)、試掘坪配置図 (1/300)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度49分18秒）、東経 (134度34分58秒）

図27

7. 調壺に至る経過

太子町蓮常寺字大道53-6他 2筆において宅地造成工事が計画され、造成予定地は周知の理蔵文化財

である連常寺東遺跡の包蔵地内の北東部に位置することから遺構及び遺物包含層の有無を確認するた

め、確認調査を実施した。調査地は、標高9.8m前後を測る水田である。

8. 調査の概要

調査は開発予定地内に 3X2mの試掘坪8箇所を設定して実施し、遺構の検出状況に応じて拡張・増

設するものとした。

1坪 耕土（約18cm)、黄褐色・床土（約 8cm)で小円礫層となる。床土から須恵器片が 2点出土

しただけである。遺構は検出されなかった。

2坪耕土（約28cm)、黄褐色・床土（約 8cm) 

少量出土した。遺構は検出されなかった。

3坪 耕土（約25cm)、灰黄色～黄褐色・床土（約14cm)で小円礫層となる。床土からサヌカイト

製石鏃1点と須恵器片2点が出土しただけである。遺構は検出されなかった。

4坪 耕土（約18cm)、淡灰色～黄褐色・床土（約17cm)、暗黄橙色土（約10cm)

暗灰色士となる。遺物、遺構は検出されなかった。

5坪 耕土（約22cm)、灰黄色・床土（約17cm)、暗灰色粘質土（約17cm)で褐色粘質土混じり灰

色砂質土となる。床土から暗灰色粘質土にかけてから土師器・須恵器片が少量出土した。遺構は検出さ

で小円礫層となる。床士から土師器・須恵器片が

で小円礫混じり

れなかった。

6坪耕士（約18cm)、淡灰色・床土（約15cm)、暗黄橙色（約10cm)

遺物、遺構は検出されなかった。

7坪 耕土（約22cm)、淡灰色・床士（約17cm)、暗灰色粘質土（約10cm)

で暗黄灰色粘砂質土となる。

で黄色士混じり灰色細

-15-



砂となる。暗灰色粘質土から土師器・須恵器片が少量出土した。遺構は検出されなかった。

8坪 耕士（約22cm)、淡灰色・床土（約10cm)、暗黄灰色粘質土（約10cm)、暗灰色粘質土（約

12cm)で褐色粘質士混じり灰色細砂となる。床土から暗黄灰色粘質土にかけてから土師器・須恵器片

が少量出土した。遺構は検出されなかった。

9. まとめ

調査の結果、古墳時代から中世の遺物が少量出土したが、蓮常寺東遺跡に関連する遺構は検出されな

かった。確認した土層の状況から、調査地点は旧河道の縁辺部にあたると考えられ、蓮常寺東遺跡の範

囲が及んでいないことが確認された。

W B W B 
W B W B ー1M

-100 -100 l --100 - I~ 
2 

44  ~ 
8 4 8 i 

8 ， 
1坪 2坪 3坪 4坪

w B w E w E W E -100 -100 -100 -100 
1 1 

2 3 3 3 
~1··~ 6 fi 6 
12 11 6 

10 
10 

5坪 6坪 7坪 8坪

1耕土

2灰黄色土・床土

3. 淡灰色土・床土

4黄褐色土・床士

5. 暗黄灰色粘質士

6. 暗灰色粘質土

7. 暗黄橙色土

8. 小円礫層

9. 小円礫混じり暗灰色土

10褐色粘質土混じり灰色細砂

11黄色士混じり灰色細砂

12暗黄灰色粘砂質土

図28 土層断面図
゜

2m 

口ーロニー一:9 - - - - -- - ------- - - - --r, ~K 
゜

10cm 

図29 4坪出土遺物
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1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町糸井字前田191-20

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

糸井字前田

太子町教育委貝会社会教育課 三村修次

同 海野浩幸

4. 調杏期間

平成14年10月 30 日 ~10月 31 日

5. 調壺面積

48rrl 

6. 記録作成

士層実測図 (1/20)、試掘坪配置図 (1/250)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度48分55秒）、東経 (134度35分01秒）

7. 調査に至る経過

図30 試掘坪配置図 (1/2,500)

太子町糸井字前田191-20において共同住宅の建設が計画され、建設予定地は周知の埋蔵文化財包蔵

地の範囲外であるが、北方には周知の埋蔵文化財である立岡笹山遺跡 (450224)、東方には同じく朝日

山北遺跡 (450214)が所在することから、埋蔵文化財の有無を確認するために試掘調壺を実施した。な

お、調査地は、標高約7.8mを測る水田であるが、現在は休耕田である。

8. 調査の概要

調壺は、工事予定地内に2X3mの試掘坪8箇所を設定して実施した。

調在地の基本士層は上層から、耕土（約20cm) 、旧耕土 (4~8 cm) 、黄色～明黄灰色土・床土 (6~

15cm) 、淡灰褐色土 (4~10cm) 、暗褐灰色土 (8~20cm) で淡黄褐色ないし明黄色砂質土の地山と

なっている。

士層の堆積状況から調査地全体は南西から北東方向へ、調企地東方に所在する糸井池の方向に傾斜して

いることがわかった。南西端に設定した坪1では深さ約30cmを測る東側への落ち込みと、西側でそれに

平行な、深さ約40cmを測る落ち込みを検出した。埋土は、それぞれ白色砂のバンドをはさんだ明灰色

砂質土である。遺物は、淡灰褐色士から暗褐灰色土にかけてから古墳時代後期から平安時代にかけての

土師器・須恵器片が少量出土しただけである。坪 1で検出さらた落ち込みからの遺物の出土もなかった。

いずれも細片で実測図化できるものはなかった。

9. まとめ

調壺の結果、立岡笹山遺跡及び朝日山北遺跡に関連する遺構は検出されなかった。今回の調査地点か

らは少量ではあるが遺物が出土していることから、固辺部に集落跡等の遺跡が存在する可能性が考えら

れる。
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3坪
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2.113絣士
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2.113蕎土
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4坪 5坪
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1薯土
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3. 黄色床土
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8坪

゜
2m 
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----.;'I 
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0
 

L耕土
2.18耕土
3黄色床土

4. 白色砂バンド混じり明灰色砂質士
5. 明黄色砂質土・地山

1坪

図31 平面・土層断面図
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1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町東保字高田54-1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課

同

4. 調査期間

平成14年11月5日～年11月12日

5. 調査面積

44rri 

6. 記録作成

嶋遺跡（第21次調在）

三村修次

海野浩幸

遺構実測図 (1/40)、土層実測図 (1/20)、 トレンチ配置図 (1/250)

写真記録（カラーリバーサル 35mm、カラー120mm・6X7判）

北緯 (34度49分59秒）、東経 (134度35分4秒）

7. 調査に至る経過

太子町東保字高田54-1における龍野警察署斑鳩交番庁舎新築工事に伴い、平成14年 9月30日から10

月3日にかけて実施した試掘・確認調査の結果、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての遺構が確認

されたため、遺跡に影響の及ぶ建築物基礎部分の発掘調査を実施した。当該地は、町立文化会館北側駐

車場南東端に位置する。

8. 調査の概要

調査は、 「日」の字形の建物基礎掘削部分に幅1.6mのトレンチを設定し、遺構・遺物包含層の検出に

あたった。

調査地の基本土層は、造成盛土（約50cm)、

耕土（約20cm) 、黄灰色粘質土・床土 (4~

8 cm) で黄色粘質土・地山となる。地山面の

標高は、 12.80mを測り、南側に緩やかに傾斜し

ている。遺構はこの地山面で、溝 1条・土坑

3基が検出された。溝 1は、調壺区東端で検

出され、南北に延びる。

土坑 1~3 は時期決定資料を欠くが、埋土

の観察から弥生時代の遺構と考えられる。土

坑 2は、平面形と規模から井戸の可能性も考

えられる。 巫ゎ、屯匹..

図33 調査区全景（東より）

- 19-



9. まとめ

今回の調査地点は、嶋遺跡の北東端部にあたると考えられる。確認した遺構は、検出のみにとどめた

ため、その所属時期等は不明であるが、わずかに出士した遺物の様相から弥生時代後期末から古墳時代

前期の時期のものと考えられる。

前回の確認調査において1トレンチで検出した溝状遺構は浅い遺物包含層であることが、

検出した溝状遺構は土坑1にあたることが判明した。

2トレンチで

ー、戸

---~' 刊寸

co 

l / 

ミ亘
4 8 6 

~::: 
3. 洟灰色土・旧耕土
4貴褐色土・床土
5撹乱土

6. 晴褐色土・土坑埋土
7. 褐色砂質土・濤埋土
8. 淡黄色土・地山

.... る

゜
2m 

8 
1., 戸―::------------------:::...::.-=.--::;-―--

06・it 1------- —— z —-亡
/ ー

I
 
t
 

図34 遺構平面図・土層断面図

- 20-



南柳遺跡（第8次調壺）

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町佐用岡字南柳34 他2筆

同 字西光寺90

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 三村修次

同 海野浩幸

4. 調査期間

平成15年 1 月 16 日 ~1 月 20 日

5. 調査面積
図35 トレンチ配置図 (1/2,500) 

65,Sm 

6. 記録作成

遺構実測図 (1/20)、土層実測図 (1/20)、遺物実測図 (1/1)、 トレンチ配置図 (1/500)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度50分16秒）、東経 (134度35分20秒）

7. 調査に至る経過

太子町佐用岡字南柳34他2筆及び字西光寺90において、町立総合運動公園駐車場整備に伴う盛士造成

が同公園南東部に位置する町民グラウンド西側で計画された。造成予定地は、周知の埋蔵文化財である

南柳遺跡の包蔵地内にあたり、平成 9年度に町民グラウンド建設に伴い発掘調資を実施し、弥生時代後

期から中世にかけての遺構が検出された第4次調査地点の西に隣接することから、遺構の遺存状況及び

広がりを把握するため確認調査を実施した。なお、調在地は標高13.60~80mを測る水田である。

8. 調査の概要

調壺は、 1.5X 3mのトレンチを11箇所設定して実施し、遺構の確認に努めた。なお、今回の工事は盛

土造成のみで掘削は行われないため、遺構は平面確認のみに止めた。

調査の結果、調壺地の基本土層は上層から耕土（約20cm)、淡褐灰色土（約 5-20cm)、淡灰黄色土

（約 2-8 cm)、明灰色土（約 3-lOcm)、黄色士（約 3-6 cm)で黄褐色土・地山となっている。 7

トレンチでは、黄色土の下層で南東方向へ厚く堆積する暗褐色土・包含層（約 4-10cm)が確認され

た。

遺構は、 2トレンチで住居跡と考えられるものと、 4 -7・10トレンチでピット・溝が検出された。

また、 8トレンチでは、灰褐色土（約 4cm)、暗灰褐色土（約 6-13cm)、淡灰褐色細砂質土（約20cm)

が堆積した北西方向への落ち込みが、 9トレンチでは、黄色土ブロック混じり暗褐色土（約10-22cm)

が堆積した東北方向への落ち込みが検出された。いずれも遺物は出士せず、自然地形によるものと考え

られる。遺物は、各トレンチの淡褐灰色士を中心に出土し、サヌカイト片・弥生式士器・土師器・須恵

器・備前焼等がある。 7トレンチの包含層からは土師器・須恵器が出土した。しかし、大半が小片で実

測図化できたものは少ない。
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9. まとめ

今回の調査の結果、遺構は造成予定地内の南側に設定したトレンチに集中して検出され、遺跡が南西

方向へも広がることが確認された。検出した各遺構は、平面確認に止めたため時期を特定することは出

来なかったが、各トレンチ及び包含層からの出土遺物からこれまでの調査で検出されてきた遺構の時期

と大差ないものと考えられる。

今後の公園整備にあたっては今回の調介結果に留意し、調査を実施していく必要がある。

図36 2トレンチ全景（西より） 図37 4トレンチ全景（西より）

図38 5トレンチ全景（西より） 図39 6トレンチ全景（南より）

図40 7トレンチ全景（西より） 図41 10トレンチ全景（南より）
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(21. 弥生式時、 22・23.須恵器、 24.士師器）

図44 出土遺物
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蓮常寺北遺跡（第4次調在）

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町蓮常寺字ーノ宮111-1 他 2筆

2. 調究機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 三村修次

同 海野浩幸

4. 調査期間

平成15年3月17日~3月19日

5. 調査面積

80.34面

6. 記録作成

図45 トレンチ配置図 (1/2,500)

遺構実測図 (1/20)、土層実測図 (1/20)、遺物実測図 (1/1)、試掘坪配置図 (1/400)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度49分18秒）、東経 (134度34分38秒）

7. 調査に至る経過

太子町蓮常寺111-1他 2筆において店舗建設が計画され、建設予定地は周知の埋蔵文化財である蓮

常寺北遺跡の包蔵地内の北部に位置することから、遺構及び遺物包含層の有無を確認するため、確認調

査を実施した。調査地は、標高10.5m前後を測る水田である。

8. 調資の概要

調査は建設予定地内に1.7X 3mのトレンチ12ヵ所を設定して実施し、遺構の検出状況に応じて拡張す

るものとした。

調査地の基本士層は、上層から耕土（約20cm) 、黄色士・床土（約4~10cm) で褐色砂礫あるいは暗

黄褐色～褐色の砂質土となっており、調査地北側では砂礫が高く、南方へ砂質土へと移行している。ま

た、 5トレンチでは、弥生式土器を剋含した旧河道状の砂層の堆積が認められ、南東部の 9・12トレン

チでは、薄いが弥生時代後期の遺物包含層が認められた。遺構は、 4トレンチで土坑2基、ピット 1基、

8トレンチで土坑1基、 11トレンチで土坑 1基が検出された。遺物は、各試掘坪から出土しており、弥

生式土器を中心に土師器・須恵器等がある。

9. まとめ

調壺の結果、弥生時代後期の遺物包含層と、 3箇所のトレンチで同時期の遺構が検出されたことによ

り、今回の調査地点まで、蓮常寺北遺跡における当該期の遺構が広がる事が確認された。
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図46 4トレンチ全景（南より） 図47 8トレンチ全景（西より）
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図48 遺構平面図・土層断面図 (1)
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11 平成15年度調壺概要

平成15年度では、 18件の調査を実施した。その内訳は、民間の開発事業に伴う試掘確認調査が14件、

公共事業に伴う確認調究が3件、民間の開発事業に伴う本発掘調査が1件である。

表2 平成15年度発掘調査一覧

No. 遺跡名 所在地 事業内容 開発面積 調査面積 調査期間 備 考

(rrlう (rrlう

1 蓮常寺北遺跡 蓮常寺字一 店舗建設 25599.99 289 平成15年4月7日 本調査

（第5次調査） ノ宮 ~5月25日 受託事業

本書掲載

2 笹山遺跡 立岡字笹山 個人住宅建設 229,59 12 平成15年5月27日 本書掲載

3 田中遺跡 太田字ヨフ 宅地造成 1742.75 16 平成15年5月30日 本書掲載

力

4 東保遺跡 東保字中ノ 宅地造成 4879 72.2 平成15年9月30日 本書掲載

壷・木森 ~10月3日

5 楯岩城跡 山田字大山 情報基盤整備 30 30 平成15年9月30日 公共事業

~10月 11日 本書掲載

6 山田大山8号墳 山田字大山 無線基地局建 325.07 34 平成15年 10月22日 本書掲載

（聖古墳） 吾n又几

7 川島遺跡 太田字山ノ下 宅地造成 2926.94 36.9 平成15年 10月30日 本書掲載

~10月31日

8 筑紫大道遺跡 佐用岡字櫻 集会所建設 1019.86 29.7 平成15年 11月5日 本書掲載

ヶ坪 ~11月 12日， 竹広遺跡 竹広字長金 防火水槽埋設 32 32 平成15年 11月7日 公共事業

（第1次調査） ~11月28日 文化財資料

第72集

10 竹広遺跡 竹広字長金 公会堂建設 210 19 平成15年 12月22日 本書掲載

（第2次調査） ~12月24日

11 立岡南遺跡 立岡字山崎 宅地造成 3200.6 44.8 平 15年 1月16日 本書掲載

（第2次調査） ~1月20日

12 矢田部南遺跡 矢田部字書 宅地造成 2985.38 80.6 平成15年3月17日 本書掲載

写田 ~3月19日

13 斑鳩寺西遺跡 鮪字榎ノ本 集合住宅建設 2000 41.7 平成15年 12月 15日 文化財資料

国庫補助事業 ~3月 19日 第73集

14 福井大池 原字福井大 堤防改修 3600 180 平成15年3月 17日 公共事業

池 ~12月24日 本書掲載

15 船塚遺跡 鮪字船塚 公会堂建設 284.67 13.6 平成16年2月9日 文化財資料

（第2次調査） 国庫補助事業 ~2月 12日 第73集

16 東南遺跡 鮪字須円坊 宅地造成 3446.24 174.8 平成16年2月18日 文化財資料

（第20次調査） 国庫補助事業 ~2月27日 第73集

17 東保遺跡 東保字木森 宅地造成 5515.93 48.9 平成16年3月 1日 文化財資料

国庫補助事業 ~3月3日 第73集

18 東南造跡 饒字下川原 宅地造成 2067.99 188.7 平成16年 3月 15日 文化財資料

（第21次調査） 国庫補助事業 ~3月 16日 第73集
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図52 平成15年度調査位置図

- 30-



蓮常寺北遺跡（第 5次調壺）

1. 遺跡の所在地

兵庫県揖保郡太子町蓮常寺111-1 他 2筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 三村修次

同 海野浩幸

4. 調査期間

平成15年 4 月 7 日 ~5 月 2 日

5. 調資面積

289面

6. 記録作成

図53 トレンチ配置図 (1/2,500)

遺構実測図 (1/20)、土層実測図 (1/20)、遺物実測図 (1/1)、調査区配置図 (1/400)

写真記録（カラーネガ／リバーサル35mm、カラーリバーサル120mm6 X 7版、デジタルカメラ撮影）、

北緯 (34度49分18秒）、東経 (134度34分38秒）

7. 調査に至る経過

固知の埋蔵文化財である連常寺北遺跡の包蔵地内北西端付近に位置する太子町蓮常寺111-1他 2筆に

おいて、店舗建設に伴う造成工事が計画されたため、平成14年度に工事予定地の確認調査を実施したと

ころ、弥生時代後期の土坑・ピット及び旧河道を検出した。このため、遺構面に影響の及ぶ建物基礎部

分について発掘調壺を実施した。

8. 調査の概要

調査は基礎部分と、一部擁壁部分にトレンチ計8ヵ所を設定して実施した。

調査の結果、弥生時代後期の住居址 3棟・土坑15基・溝 2条・ピット、弥生時代後期から古墳時代初

頭の大溝l条、古墳時代後期の住居址 1棟・溝 2条、中世の土坑l基・溝 2条・ピットと、確認調査で検

出された旧河道の続きが検出された。

住居址は、調査区の制約から全体規模を明らかにすることは出来なかったが、古墳時代後期のものは

北辺中央部に造り付けの竃を有するものである。弥生時代の土坑の内 2基 (5トレンチ土坑 1・4) は

土坑墓の可能性が考えられる。大溝は、北西から南東方向へ流れており、旧河道の流れの方向と一致す

る。旧河道からは、北西肩部分で多量の弥生式土器片が出士した。

9. まとめ

今回の調壺の結果、弥生時代後期を中心とした遺構・遺物を検出する事が出来た。旧河道からは多

量の弥生時代後期の土器片が北西側に偏して出土し、北西方向に当該期の集落が広がることが推測され

る。また、古墳時代後期の遺構が検出されたことにより当該期の集落が存在することも判明した。

建物基礎部分という限られた範囲での調査であったが、連常寺北遺跡の貴重な資料を得ることが出来

た。
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図55 出土遺物(1)
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5トレンチ土坑5(87)、5トレンチ大溝 (88・89)

図57 出土遺物 (3)
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図58 出土遺物 (4)
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図59 1トレンチ全景（西より） 図60 2トレンチ全景（東より）

図61 3トレンチ全景（東より） 図62 4トレンチ全景（北より）

図63 5トレンチ全景（南より） 図644・トレンチ大溝土層（南西より）
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立岡笹山遺跡

1. 遺跡の所在地 4 "い_¥¥¥ ! 揖保郡太子町立岡字笹山95-1
,Ir 

2. 調査機関 I II -I Ill,, I" : , ......'¥ II 

揖保郡太子町教育委員会 ヒー—
＼ 

3. 調壺担当者
I I " I II ¥ ＼ II 

太子町教育委員会社会教育課 三村修次 I I 

同 海野浩幸

4. 調査期間

平成15年5月27日

5. 調壺面積

12rri 

6. 記録作成

遺物実測図(1/1)、土層実測図(1/20)、試掘坪配置図(1/300)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度49分18{少）、東経 (134度34分58秒）

7. 調杏に至る経過

太子町立岡字笹山95-1において個人住宅の建築が計画され、建築予定地は周知の埋蔵文化財である

立岡笹山遺跡の南に隣接し、また、南西方には蓮常寺東遺跡も近接することから、遺構及び遺物包含層

の広がりを確認するため試掘調壺を実施した。調査地の現況は、標高 9m前後を測る水田である。

なお、調査地周辺は昭和51年のカドミウム汚染に伴う土壌改良が実施されている。

8. 調査の概要

調査は 2X2mの試掘坪 3箇所を設定して実施

した。

耕士を取り除いた所、直下で灰色粘質土・茶褐

色士・黄褐色土の混ざった士壌改良士層が表れた。

土層の断ち割りでは、各坪とも改良土 (IO~

15cm)の下で明黄灰色粘質土 (8~14cm)、黄色

土 (4cm)、灰色粘質士 (8~10cm)、黄色粘質士

(8~10cm)で淡褐色～淡黄色の細砂質土・地山

となっている。

遺物は、 No.I坪の明黄灰色粘質土上面から須恵器

の小片 2点が出土しただけである。
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図66 土層断面図

9. まとめ

調査の結果、蓮常寺東遺跡及び立岡統山遺跡に

関連する

遺構・遺物包含層は検出されなかった。

I--------- □ ----. : 

゜
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図67 1坪出土遺物
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1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町太田字ヨフカ 1524-1

2. 調壺機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調壺担当者

田中遺跡

太子町教育委員会社会教育課 三村修次

4. 調究期間

平成15年5月30日

5. 調杏面積

16:rrl 

6. 記録作成

同 海野浩幸

土層実測図 (1/20)、試掘坪配置図 (1/250)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度49分31秒）、東経 (134度36分29秒）

7. 調査に至る経過

図68 試掘坪配置図 (1:2,500) 

太子町太田字ヨフカ1524-1において分譲宅地開発が計画され、開発予定地は周知の埋蔵文化財包蔵

地である田中遺跡 (450107)の南方に位置し、包蔵地の範囲外ではあるが、東方約130mのところには

周知の埋蔵文化財である黒岡山墳丘墓 (450105)が所在し、また、南西方には川島遺跡 (450092) も所

在するることから、遺跡の存在が考えられるため、遺構及び遺物包含層の有無を確認するため、試掘調

査を実施した。なお、周辺部は宅地化が進み、調査地もすでに盛土造成が実施されているが、西側は標

高Sm前後を測る水田である。

8. 調究の概要

調査は、 zxzmの試掘坪4ヵ所を設定して実施した。
1坪 造成盛土 (90cm)、耕土 (14cm)、黄灰色土・床土 (10cm)、明灰色粘質士 (20cm)で黄色粘

質土・地山となる。遺構・遺物は検出されなかった。

2坪 造成盛土 (100cm)、耕土 (20cm)、黄灰色士・床土 (10cm)、明灰色粘質士 (20cm)、灰色粘

質土 (6-12cm)で黄色粘質土・地山となる。遺構・遺物は検出されなかった。

3坪 造成盛土 (100cm)、耕土 (20cm)、黄灰色土・床土 (8cm)、明灰色粘質土 (32cm)、暗灰色

粘質土 (28cm)、灰色粘質土混じり灰黄色粘質土 (32cm)、青灰色粘質士と続く。遺構・遺物は検出さ

れなかった。

4坪 造成盛土 (100cm)、耕土 (20cm)、黄灰色土・床土 (8cm)、明灰色粘質土 (48cm)、灰黄色

粘質土 (12cm)、暗灰色粘質士 (30cm)、青灰色粘質士と続く。遺構・遺物は検出されなかった
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9. まとめ

調査の結果、調査地点では遺構 ・遺物包含層等は検出されなかった。士層の観察から、西側を南流す

る大津茂川の氾濫の影響を受けた低湿地であったと考えられる。
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東保遺跡

1. 所在地

揖保郡太子町東保字中ノ壺448-1 他4筆

同 字木森392-1

2. 調査機関

兵庫県揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成15年7月 17 日 ~25 日

5. 調査面積

72.2rrl 
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6. 記録作成 図70 試掘坪配置図 (1/2,500)

土層実測図 (1/20)、遺物実測図 (1/1)、試堀坪配置図 (1/500)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度49分55秒）、東経 (134度35分32秒）

7. 調査に至る経過

太子町東保字中ノ壷448-1他4筆及び、字木森392-1において宅地造成の計画があがり、造成予定

地は、周知の埋蔵文化財である東保遺跡の包蔵地内であるため、遺構の有無を確認するため確認調査を

実施した。ちなみに調在地は揖保郡条里19条10の範囲内に位置する。調在地の現況は標高10.8~11.4m

を測る水田であるが、大部分は休耕地となっている。

8. 調究の概要

調査は町道を境に北側の字中ノ壷を北地区、南側の字木森を南地区とし、それぞれの造成地街路予定

部分に 2X3mの試堀坪を合計12ヵ所設定して実施した。

調査地の基本士層は、北地区の1~9坪では上層から耕土 (14~24cm)、灰黄色土・床士 (6~10cm)、

明灰色粘質土 (16~34cm)、黒灰色粘質土 (20~40cm)で淡黄色粘質土地山となり、南地区の10~12

坪では上層から耕土 (12~18cm)、灰黄色土・床土 (4~ 8 cm)、明灰色粘質土 (12~20cm)、灰色粘

質士 (8~20cm)、暗灰色粘質土 (12~15cm)で淡黄色粘質土・地山となっている。

北地区では条里遺構の確認のため、南北の畦畔を断ち割る様に 6坪を設定して調査を実施したが、他

の試堀坪と同様の土層の堆積状況を示しており、条理に関連する遺構は検出されなかった。

遺物は明灰色粘質土層から弥生式士器、士師器、須恵器、輸入青磁片が出土している。いずれも小片

で、表面の磨滅が認められることから流れ込みによるものと考えられる。実測可能なものは 3点のみで

あった。

9. まとめ

調在の結果、東保遺跡に関連する遺構は検出されなかった。北地区での畦畔の断ち割りでも、条里地

割に伴う遺構は検出されなかった。
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今回の調査地は粘質土が厚く堆積しており、一帯が湿地状を呈していたことが確認された。なお、今

回の調査では検出されなかったが、今後の調壺で水田址が検出される可能性がある。
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1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町山田字大山664-10

2. 調壺機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

楯岩城跡

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調杢期間

平成15年8月5日~8月11日

5. 調査面積

30面

6. 記録作成 図74 調査区配置図 (1:2,500)

遺構実測図 (1/40)、士層実測図 (1/20)、遺物実測図 (1/1)、試掘坪配置図 (1/500)

写真記録（カラーリバーサル35mm、デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度50分14秒）、東経 (134度36分53秒）

7. 調査に至る経過

太子町山田字大山664-10において兵庫県中播磨県民局県士整備部による、情報基盤整備事業に伴う

テレメータ設備据付工事が計画された。据付工事予定個所は山頂部から北東約90mの尾根上で主要郭推

定地からは離れているが、狭小な平坦面が認められることから遺構の有無を確認するため確認調壺を実

施した。

楯岩城は、太子町の東端部に位置する標高250.lmを測る城山に所在した山城で、宝暦12年 (1762)

に刊行された『播磨鑑』によると、赤松則弘によって築かれ、嫡子泰秀が継いだが加東郡に移った後、

嘉吉の乱で幕府側に加わった赤松貞村の城となり 5代続いたが、天正年中に羽柴秀吉の侵攻により廃城

となったと伝えられる。

現状では、三角点のある頂上付近は巨岩が点在するのみであるが、西方のNHKテレビ塔の所在する

とこるから北西と南方の尾根上に、城の遺構と考えられる複数の平坦面が認められる。

ちなみに据付工事予定個所は標高245~248mの間に位置し、周辺には巨岩が十数個点在する。

8. 調究の概要

調査は、テレメータ設備据付部分について 5X 6 

mの調査区を設定して実施した。

調査区の基本土層は、上層から表土(8-15cm)、

流土(16-40cm)で、明赤褐色土・地山あるいは花滴岩

の岩盤となっている。地山面は東側へ緩く傾斜してい

る。遺構は、調壺区西南端でピット 2基を検出した。

ピットは、直径25-30cm、深さはそれぞれ30cmを

測る。遺物は、流土層から士師器の灯明皿 1個体と

土師器の細片 2点が出土した。
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9. まとめ

調査の結果、ピット 2基を検出するに止まったが、調査地点からは東方に旧山陽道を見下ろすことが

でき、また、姫路城や妻鹿甲山城方面等への見通しも利くことから、見張台的な施設が存在した可能性

が推測される。
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山田大山 8号墳（聖古墳）

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町山田字大山664-17 

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成15年9月1日-9月3日

5. 調査面積

34面

6. 記録作成 図78 トレンチ配置図 (1/2,500)

土層実測図 (1/20)、 トレンチ配置図 (1/200)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度50分10秒）、東経 (134度37分10秒）

7. 調査に至る経過

太子町山田字大山664-17において、エヌ・ティ・ティ・ドコモ関西による自動車電話・携帯電話無

線中継基地局の建設が計画された。建設予定地は城山の頂上から東へ延びる尾根の突端で、かって山田

大山 8号墳が所在したが、特別養護老人ホーム「聖園」建設に際して不注意から未調査のまま破壊され

てしまい主体部が箱式石棺であったこと以外、墳形・規模等は不明のままであることから、今回、同古

墳のデータを得るために確認調査を実施した。調査地は、標高135m前後を測り、現況は荒蕪地である。

8. 調壺の概要

調査は，無線基地局建設予定地10X25mの範囲内に25Xlmと10xlmのトレンチを設定して実施した。

調査地の土層は上層から表土 (6-12cm)、灰黄色土・真砂土 (4-32cm)で花尚岩の風化岩盤層に

達しており、岩盤は南西方向へ傾斜している。遺構、遺物は検出されなかった。

9. まとめ

調壺の結果、調壺地は予想以上に削平を受けており、古墳の痕跡を検出することはできなかった。山

田大山 8号墳のデータを得られなかったことは残念である。

立 .. -:; ふ、

図79 1トレンチ全景（北東より）

,k.,.,:・. 誨

図80 2トレンチ全景（北西より）
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川島遺跡（第14次調査）

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町太田字山ノ下1686-1 他3筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調壺担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成15年9月4日

5. 調査面積

36.9rrl 

6. 記録作成 図82 試掘坪配置図 (1/2,500)

土層実測図 (1/20)、遺物実測図 (1/1)、試掘坪配置図 (1/200)、

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度49分33秒）、東経 (134度36分22秒）

7. 調査に至る経過

太子町太田字山ノ下1686-1他 3筆において宅地造成の計画があがり、造成予定地は周知の埋蔵文化

財である川島遺跡の包蔵地内であるため、遺構及び遺物包含層の有無を確認するため、確認調査を実施

した。調査地は町道改良工事に伴い実施し、弥生時代、古墳時代後期、中冊の溝等が検出された第13次

調壺地点の東方50mの標高8.70m前後を測る水田に位置し、現況は休耕田である。

8. 調査の概要

調壺は、造成予定地内の街路部分に 3X2mの試掘坪を 6ヵ所設定して実施した。

調査地の基本土層は、上層から耕土 (20~2scm) 、明黄灰色土・床土 (5~zocm) 、明灰色粘質土 (12

~zocm) 、灰色粘質土 (5~zocm) で黄色粘質土・地山となっている。遺構は検出されなかったが、

遺物は床土から明灰色粘質土層にかけてから 1坪で輸入白磁片 1点、 2坪で土師器小片 2点、 5坪で須

恵器小片3点が出士した。実測図化できたものは、 1坪から出士した白磁片 1点のみである。

9. まとめ

今回の調査地点では遺構は検出されず、また、遺

~!~ ヽ、な片し力ご‘力!;、認うさ状ご。ヽ ら川島遺跡の範囲は及□ ／
乙

゜
10cm 

図83 1坪出土遺物
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図84 土層断面図

図85 1坪 図86 3坪 図87 6坪
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筑紫大道跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町佐用岡字桜ヶ坪725-1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成15年9月16日-9月18日

5. 調査面積

29.7m 

6. 記録作成

土層実測図 (1/20)、遺物実測図 (1/1)、試掘坪配置図 (1/200)、

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度50分30秒）、東経 (134度34分48秒）

9、“

’’ 』、..

'.,u 

図88三□□・ 試掘坪配置図 (1/2,500)

7. 調在に至る経過

太子町佐用岡字桜ヶ坪725-1において集会所の建設が計画され、建設予定地は筑紫大道が西進し、坊

主山を南に迂回する延長線上に位置することから遺構の有無を確認するため、確認調査を実施した。調

壺地は標高16m前後を測り、以前には木工所及び一戸建住宅が建っていたが、現況は更地となっている。

8. 調査の概要

調査は、建物建設予定部分に1.5X 2 illの試掘坪8ヵ所を設定して実施した。

調査地の土層は、上層から造成盛土 (40~70cm)、耕土 (10~20cm)、旧耕土 (6~27cm)、床土

(14~24cm)、灰色粘質土 (14~30cm)、灰色砂質士 (4~34cm)、淡灰色砂質土（約55cm)で黄色

土・地山となっている。土層の観察から、地山は東南方向へ傾斜しており、粘質土が堆積する湿地状を

呈している。

遺物は、灰色粘質土から流れ込みと見られる弥生式土器と須恵器の小片が少量出土したが、実測可能

なものは 3坪から出土した弥生式士器1点のみである。各試掘坪とも遺構は検出されなかった。

10. まとめ

今回の調査地点では、筑紫大道に関連する遺構は

検出されなかった。調査地は、湿地状の地形を呈し

ており、当初想定された筑紫大道は、さらに南方を

迂回して西進しているものと推測される。

、--

゜
図89 3坪出土遺物
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竹広遺跡（第2次調資）

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町竹広字長金 l、14-1 

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成15年12月 1 日 ~12月 2 日

5. 調査面積

19面

6. 記録作成
図91 試掘坪配置図 (1/2,500)

遺構実測図 (1/20)、士層実測図 (1/20)、調査区配置図 (1/500)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度48分49秒）、東経 (134度34分50秒）

7. 調査に至る経過

太子町竹広字長金114-1において公会堂の新築工事が計画され、建築予定地は、防火水槽設置に伴

う試掘確認調査で掘立柱建物跡と溝が検出された箇所から西へ約20mの所に位置することから、遺構の

有無を確認するため確認調在を実施した。

8. 調壺の概要

調査は、 1.5X 2mの試掘坪を公会堂本館部分に 4箇所、倉庫部分に 1箇所の計5箇所を設定して実施

した。なお、 3坪では遺構が検出されだため、西側への拡張を行った。

調在地の土層は上層から、造成盛士（約40cm)、耕士・旧耕士 (4~20cm)、床土 (2~ 6 cm)で

淡褐色砂質土の地山となっている。遺構は、 3坪で北西から南東方向に走る溝 1条を検出した。溝は、

幅1.9m、深さ約40cmを測り、断面形は浅いU形を呈する。埋土は、褐色砂混じり灰色砂質士層である。

遺物は、 1坪と 3坪の床土から須恵器と士師器の小片が合わせてビニール袋 1袋分が出土しただけで

ある。遺構からの出土は無かった。

図92 3坪全景（西より）
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9. まとめ

調査の結果、調壺地北東部に設定した 3坪から溝 1条を検出した。今回の調査地点の東隣で実施した

防火水槽設置に伴う第 1次調査の成果とあわせると、遺跡は調査地点の東方へ広がるものと推測される。
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図93 遺構平面図・土層断面図
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立岡南遺跡（第2次調壺）

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町立岡字山崎287 他4筆

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

―平成15年11 月 25 日 ~11月 27 日

5. 調査面積

44.8面

6. 記録作成 図94 試掘坪配置図 (1/2,500)

遺構実測図 (1/20)、士層実測図 (1/20)、試掘坪配置図 (1/500)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度49分24秒）、東経 (134度34分38秒）

7. 調査に至る経過

太子町立岡字山崎287他 4筆において宅地造成が計画され、造成予定地は、周知の埋蔵文化財である

立岡南遺跡の包蔵地内であるため、遺構の有無を確認するため確認調査を実施した。

調査地の現況は、標高9.8m前後を測る水田である。

8. 調在の概要

調査は、造成予定地内の街路設定部分に 2X2mの試掘坪を 8ヵ所設定して実施したが、 No.3坪で遺

構が検出されたため、同坪の東側を拡張するとともに南側と西側に試掘坪を追加したことにより、終了

時には10ヵ所の調査となった。

調査地は土壌汚染改良工事に伴う確認調壺の結果から、遺構面は床土下の茶褐色土上面と、地山面の 2

面存在することが確認されており、今回の調査でも茶褐色土上面での遺構の精査後に地山面までの掘り

下げを行った。

調査地は土壌汚染改良工事により耕土・床土の入れ替えが行われており、確認された土層は現耕土 (30

-40cm) と部分的に残る黄色床土の下で、茶褐色土～砂質土 (6-40cm)、淡黄褐色土～砂質土・地山

となっている。 4坪では灰色土、 6坪では淡褐色士混じり茶褐色土がそれぞれ茶褐色土の上層で認めら

れる。調査地中一番山側に位置する 5坪では、現耕土直下で淡黄褐色土・地山となっている。地山面は、

南方へ緩やかに傾斜している。遺構は、 3坪の茶褐色砂質土上面で溝 1条が検出されただけで、その他

の試掘坪の茶褐色土上面及び地山面での遺構は検出されなかった。

検出された溝は東西方向に走り、坪西端付近で途切れる。幅45-60cm、深さ10cmを測り、断面形は

浅いU字形を呈する。埋土は淡灰色砂質土である。

遺物は、 2・3・4・9坪の茶褐色砂質土層から磨耗した弥生式土器と須恵器の細片が少量出土した

だけで、 3坪で検出された溝からの出土はなかった。
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9. まとめ

調査の結果、 3坪の茶褐色砂質士上面で溝 1条を検出するに止まった。溝の時期については、遺物が

出土しなかったが埋土の観察から中世以降のものと考えられる。平成 7年度に実施した土壌汚染改良工

事に伴う確認調壺の成果とあわせると、調壺地は遺跡の西側縁辺部にあたると考えられ、わずかな量で

はあるが遺物の出士も調査区東側の坪に偏っており、遺跡の本体はさらに東側に存在するものと考えら

れる。
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矢田部南遺跡

1. 遺跡の所在地

兵庫県揖保郡太子町矢田部字書写田396-1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 三村修次

同 海野浩幸

4. 調査期間

平成15年12月 8 日 ~12月 118

5. 調査面積

80.6面

6. 記録作成

遺構実測図 (1/20)、土層実測図 (1/20)、調査区配置図 (1/500)

図96 トレンチ配置図 (1/2,500)

写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度49分17秒）、東経 (134度35分18秒）

7. 調査に至る経過

太子町矢田部字書写田396-1において宅地造成が計画され、造成予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地外

であるが、石帯の一部である巡方が出土した矢田部遺跡の南約100mに位置することから、遺構及び遺

物包含層の有無を確認するため、試掘調査を実施した。調査地は、標高10.70m前後を測り、以前は製

材所の敷地であったが現在は更地となっている。

8. 調査の概要

調査は、 4X4mのトレンチを 5箇所設定して実施した。調査地の基本土層は、西側に設定した 1. 

2トレンチでは、造成盛土（約70cm)、耕土（約14cm)、明黄色土 (14-20cm)、淡灰色粘質土 (10-

18cm)、淡黄色粘質土（約20cm)で茶褐色の粘質土ないし砂質士の地山となるが、東側に設定した3-

5トレンチでは、造成盛土（約60cm)、耕士 (10-14cm)、暗緑灰色粘質土 (20-30cm)、暗灰色粘質

土混じり灰色粘質土（約20cm)、淡灰色粘質土 (10-30cm)、灰色粘質土 (10-20cm)、暗灰色粘質土

(I0-20cm)で青灰色細砂ないし暗青灰色砂質士となって

いる。

遺構は、 2トレンチでピット 1基、土坑の一部、集石遺

構を検出した。ピットは明灰色粘質土を埋土とし直径

20cm、深さ40cmを測る。

土坑はトレンチ外に延びており全容は不明であるが、淡

褐灰色土を埋士とし、深さ20cmを測る。集石遺構は10~

20cm大の川原石からなっている。遺物は、 2トレンチの淡

灰色粘質土層から磨耗した須恵器の小片 2点が出土しただ

けで、土坑を含む遺構からの出士は無かった。 図97 2トレンチ（西より）
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まとめ

調査の結果、 2トレンチでピット 1基、土坑、集石遺構を検出することにより、遺跡が存在すること

が確認された。遺跡の時期及び性格については、遺構からの出土遺物が無く特定できなかった。また、

調査地東側に設定したトレンチの土層堆積状況が低湿地状を呈していることから、調壺地は微高地の東

側縁辺部に位置していると考えられ、遺跡は西側に広がるものと推測される。遺跡の時期や性格等の詳

細については、今後の周辺部の調査の成果を待ちたい。なお、今回の調査地北方に「矢田部遺跡」が所

在することから、今回新たに発見された遺跡は「矢田部南遺跡」と呼称することにした。

9. 

z
 

s
 

z
 

s
 

:fu 

2 
,彗
1 ---- -
5 

-----L ___ _ 

1トレンチ ;::! 
3. 明黄色土
4. 淡灰色粘質土

5. 淡貧色粘質土

6茶褐色粘質土

z
 

s
 

z
 

； 
ーー ー＿--

----- II 

--—----I. 盛土
2ぶ土
3.ID絣土
4.111'-紐灰色粘質土
S.1/t黒灰色粘質土泣じり

灰色粘質土
6.1/f宵仄色砂

7. 淡灰色粘質土

＆陪灰色粘質土

,JJ!色枯質土
10青灰色紐砂

11肩灰色粘質土

3
 

3トレンチ

s
 

辛

:§.:fil1 
-

2トレンチ

1盛土
2. 耕土
3. 明黄色土
4. 淡灰色粘質土
s. 淡褐灰色土
6. 茶褐色砂質土

i 
- ti ―上—

8 

4トレンチ

1. 盛土
2ぶ土
3扉緑灰色粘質土
4. 淡灰色粘質土

5. 灰色粘賀土
6. 陪灰色粘質土

7.1,/. 色粘質土

8. 灰色粘質土涎じり
陪育灰色砂質土

ー

1
‘
 

ー

，ヽ
 

ー

＇ 

z
 

s
 

~.::1-十一 ？
と

3

辛

、゚誇
6
-
7
 

;::% 
3靡緑灰色土

~-淡灰色粘賀土
5.FJ漁粘質土

6. 灰色粘質土認じり
随灰色粘質土

7Jl海粘質土況じり
瞳青灰色砂質土

5トレンチ

゜
2m 

図98 遺構平面図・土層断面図
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福井大池

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町原字福井大池538

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調壺担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成15年12月17日～平成16年1月28日

5. 調査面積

180面

6. 記録作成

土層実測図 (1/20)、調査区配置図 (1/500)

写真記録（カラーリバーサル35mm、デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度49分12秒）、東経 (134度36分43秒）

7. 調査に至る経過

図99 トレンチ配置図 (1/10,000)

太子町原字福井大池538において、兵庫県中播磨県民局地域振興部により決壊等災害の未然防止のた

めの福井大池堤体改修工事が計画されたため、堤南半部で堤体を断ち割って施工される洪水吐工部分及

び、取水施設工部分について確認調査を実施した。

福井大池は太子町東部の原地区に所在し、その名前のおこりである神護寺領福井荘の灌漑を担い、現在

も姫路市勝原区・大津区にまたがる地域の用水池として活用されている。

大池の成立時期については、鎌倉時代に文覚上人によって築かれたという伝承を持つが、 8世紀頃まで

さかのぽるものと考えられる。また、大池の規模については、江戸時代初期の慶長19年 (1614) と、翌

元和元年の 2度の拡張が行われ、周囲1300間余、東西300間、 南北420間、約171,000面の広さを有する

ようになるが、昭和43年 (1968) に山陽新幹線建設に際し北側の一部が埋め立てられ、現在は約

123,000rrlの広さとなっている。

8. 調査の概要

調査は、洪水吐施工部分と取水施設工部分の 2箇所について前者を 1トレンチ、後者を 2トレンチと

して工事の工程に合わせて土層の確認を実施した。洪水吐工部分では、エ法上西側の現行水路底面レベ

ル以下への掘削を行わないため基底部については部分的な観察に止まった。また、取水施設工部分につ

いては、既存の施設の改修のため、その掘削時に土層の観察を行った。 1トレンチでの土層の観察では、

堤は東西両端部が現代の水路改修等で撹乱を受けているが、外（西）側に褐色系の土で盛土を行い、そ

の後灰色系の粘士を水平に積み上げて調査断面での基底幅約 5m、高さ約1.7mの台形状に構築し、その

内側に黄色系の粘土を大きくブロック状に積み上げて、内側へ拡張するように構築されている様子が観

察された。版築工法は認められなかったが、灰色系、黄色系のいずれの粘土・土とも良く叩き締められ

ている。また、基底部には根石・胴木等の施設は確認されず、青灰色粘土の地山の上に盛土されている

ようである。 2トレンチの土層断面観察においても、根石・胴木等は確認されなかった。
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9. まとめ

調査の結果、堤は基底部幅約12m、上場幅約 8m、高さ約2.7mの規模を測り、断面形は台形状を呈し

ている。構築方法については、版築工法は認められず、粘土と砂混じりの粘質土、あるいは砂質土等の

性質の異なる土砂を用いて積み上げられ、外側から内側へ拡張するように構築されている様子が観察さ

れた。構築時期については、出土遺物がなく確認することは出来なかった。

今回限られた範囲内の調査であったため、堤全体の構造を解明することは出来なかったが、構造及び築

造工程の一部を知ることが出来た。

w 

廷

攪乱

--------・----
22 .. 

1表土

2改修盛土真砂土
3. 黒灰色土・旧表土

4. 白灰色粘質土

5. 明黄色土

6. 明黄色細砂質土混じり灰色粘土

7. 明褐色土

8. 明褐色細砂質土混じり灰色粘土

9. 明灰色粘土混じり明褐色細砂質土

10灰色粘土

11. 明灰色砂質士混じり灰色粘士

12. 明褐色細砂

13. 褐色土

14. 明灰色粘土
15. 明詈色粘質土

16. 明灰色粘質土

17. 明灰色粘土混じり明黄色細砂質土

18. 明黄色粘土

19. 白灰色粘土混じり明黄色粘土

20. 明灰色粘土プロック混じり明黄色粘土

21. 明黄色粘土

22. 宵灰色粘土

゜
4m 

1トレンチ

図100 土層断面図

図101 堤断面 （南から）
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m 平成16年度調壺概要
平成16年度では、 12件の調査を実施した。その内訳は、民間の開発事業に伴う試掘確認調査が10件、

公共事業に伴う試掘確認調査が1件、民間の開発事業に伴う本発掘調査が 1件である。そのうち、 6箇

所の民間開発事業の試掘確認調査を国庫補助事業として実施した。

表3 平成16年度発掘調査一覧

No. 遺跡名 所在地 事業内容 開発面積 調査面積 調査期間 備 考

(rr:iう (rr:lう

1 東南遺跡 東南字佐田 宅地造成 587.4 28 平成16年5月11日 文化財資料

国庫補助事業 ~5月12日 第73集

2 東保高田遺跡 東保字宗田 宅地造成 1322.88 38 平成16年5月24日 文化財資料

国庫補助事業 ~5月27日 第73集

3 東保高田遺跡 東保字宗田 宅地造成 1322.88 102 平成16年7月22日 本調査

~7月30日 受託事業

本書掲載

4 川島遺跡 太田字アン 宅地造成 2691.43 106 平成16年8月2日 文化財資料

メ 国庫補助事業 ~8月5日 第73集

5 蓮常寺北遺跡 蓮常寺字一 宅地造成 2958.13 93 平成16年10月1日 文化財資料

ノ宮 国庫補助事業 ~10月8日 第73集

6 立岡南遺跡 立岡字山崎 宅地造成 2687.19 82 平成16年11月25日 文化財資料

国庫補助事業 ~11月27日 第73集

7 東保遺跡 東保字中ノ 宅地造成 1889.29 37 平成16年 12月9日 文化財資料

坪 国庫補助事業 ~12月10日 第73集

8 矢田部遺跡 矢田部字オ 防火水槽建設 42 42 平成16年 12月20日 公共事業

ノ上 ~12月24日 文化財資料

第72集， 玖仇鳥寺南遺跡 鮪字中宮寺 宅地造成 8464.49 548.2 平成16年 12月22日 本書掲載

～平成17年 1月31日

10 城山遺跡 触字布直竹 個人住宅建設 259 8 平成17年 1月20日 本書掲載

11 田中遺跡 太田字五反 宅地造成 1246.06 12 平成17年2月4S 本書掲載

田

12 立岡東遺跡 立岡字小畑 宅地造成 2187 48 平成17年2月14日 本書掲載

~2月18日
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図102 平成16年度調査位置図
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東保高田遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町東保字宗田136-1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課

4. 調査期間

平成16年7月22日-7月308

5. 調査面積

102面

6. 記録作成

遺構実測図 (1/20)、土層実測図 (1/20)、遺物実測図 (1/1)、調査区配置図 (1/200)

写真記録（カラーリバーサル35mm、デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度49分54秒）、東経 (134度35分12秒）
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図103 調査区配置図 (1/2,500)

7. 調資に至る経過

東保高田遺跡の包蔵地内である太子町東保字宗田136-1において、集合住宅建築が計画されたため

試掘確認調査を実施したところ、調在地南端部で東西方向の条里地割に添う溝が確認された。

教育委員会では開発事業者側と協議し、地盤改良工事深度が遺構検出面以下まで及ぶ建物部分の遺構検

出部について発掘調査を実施した。

8. 調査の概要

調査は、遺構の検出された試掘坪 7-9間に調査区 1を設定し、また東側擁壁施工部分で、溝の東側

延長線上に位置する部分についても調査区2を設定して実施した。

調査の結果、溝は試掘坪7-9で検出されたものが一連の物であることが確認された。

規模は東端部では幅1.9m、深さ10-20cm、西端部では幅50cm、深さ30cmを測り、東側 2/3では北側

が一段浅く、二段掘り状になっている。埋土は灰色粘質土・褐色砂混じりの灰色砂、ないしは灰色土ま

じり淡褐色土である。

調査区 2では、溝の東への続きが確認された。規模は幅約2.5m、深さ15-20cmを測る。

遺物は、調査区 1の溝から弥生式士器・土師器・須恵器がコンテナに半分程度が出土したが、ほとん

どが小片で実測図化できたものは数点を数えるだけである。

9. まとめ

調介の結果、試掘調査で検出された溝が条里地割に添った東西方向に走る一連の遺構であることがあ

らためて確認された。調査地の東方約300mの地点で実施した東保遺跡の調査では、低湿地状の地形で

ある調査成果が得られており、試掘調介の成果とあわせて、今回の調査地点は東保高田遺跡の東縁辺部

に位置するものと考えられる。
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調査区1溝 (109~112)、調査区1表採 (113・114)
(109・110.須恵器、111・112.土師器、113・114.磁器転用面子）

図105 出土遺物

図106 調査区1全景（西より） 図107 調査区2全景（北より）
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斑鳩寺南遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町鱚字中宮寺509-1、

字水走380-1

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調資期間

平成16年12月22日～平成17年1月31日

5. 調査面積

548.20rrl 

6. 記録作成

亡—'• •/4.~rデデ苧苧寺号一→「一
図108 トレンチ配置図 (1/2,500)

遺構平面図(1/20)、土層実測図(1120)、遺物実測図(1/1)、 トレンチ配置図(1/300)

写真記録（カラーネガ／リバーサル35mm、カラー／モノクロ120mm6X7版、デジタルカメラ撮影）

北緯(34度49分24秒）、東経(134度34分39秒）

7. 調査に至る経過

太子町嶋字中宮寺509-1及び380-1において、分譲宅地開発が計画され、開発予定地は周知の埋蔵

文化財である斑鳩寺南遺跡の包蔵地内であるため、遺構の有無を確認するため確認を実施すした。調査

地は標高14.70m前後を測り、以前は運送会社の敷地であったが、現況は更地となっている。

8. 調査の概要

調査は、開発予定地内に3X5mのトレンチ 2箇所、 3X8mのトレンチ10箇所を設定して実施したとこ

ろ、 3トレンチ及び5トレンチで竪穴住居址と考えられる遺構を、 4・8・9トレンチで溝をそれぞれ

検出したため、 3・5・8トレンチを拡張するとともに 8トレンチ北部に13トレンチ (2X 14m) と、そ

の南側に14トレンチ (2X 8m) を追加設定して調査を実施した。

1トレンチ 確認した土層は、上層から造成盛土 (1m)、耕士 (16cm)、床士 (4cm)、褐灰色土

(4-14cm)で淡褐色砂質土・地山となる。遺構・遺物は検出されなかった。

2トレンチ 確認した士層は、上層から造成盛土 (1m)、耕土 (12-15cm)、床士 (4cm)、で淡

褐色土・地山となる。遺構・遺物は検出されなかった。

3トレンチ 確認した土層は、上層から造成盛土 (1m)、耕土 (20cm)、床土 (4-6 cm)、で黄

褐色土あるいは褐色砂礫の地山となる。遺構が検出されたため拡張した結果、古墳時代後期の住居址 3

棟・土坑 1基、時期不明の土坑l基・ピットを検出した。遺物は、住居址及び士坑から土師器・須恵器

が出土した。

4トレンチ 確認した士層は、上層から造成盛土 (1.5m)、耕土 (16cm)、床士 (2-4cm)、灰褐色

土 (8cm)で淡褐色土・地山となる。遺構は、古墳時代後期の南西方向に走る溝 1条とピットを検出

した。遺物は、溝から須恵器片が出土した。

5トレンチ 確認した土層は、上層から造成盛土 (80cm-l.lm)、耕土 (20cm)、床土 (4-8cm)、
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で黄褐色土・地山となる。遺構が検出されたため拡張した結果、古墳時代後期の住居址 4棟・土坑 5

基・ピット、近現代の溝 1条、時期不明の土坑1基・ピットを検出した。遺物、住居址及び土坑から土

師器・須恵器が、溝からは近世陶磁器・瓦片が出土した。また、 トレンチ中央付近で、縄紋時代後期の

淡褐色砂質土からなる遺物包含層を検出し、縄紋土器が出土した。

6トレンチ 確認した土層は、上層から造成盛土 (1.4m)、耕士 (18cm)、床士 (15cm)、淡褐色砂

質土 (8cm)で礫層となる。遺構・遺物は検出されなかった。

7トレンチ 確認した土層は、上層から造成盛士 (1.2m)、耕土 (16-20cm)、床士 (10-14cm)、

明褐灰色砂質士 (16cm)で淡褐色細砂質土・地山となる。遺構は検出されなかったが、遺物は明褐灰

色砂質土から土師器・須恵器片が出土した。

8トレンチ 確認した土層は、上層から造成盛土 (1m)、耕土 (18cm)、床土 (6cm)、灰褐色土

(10cm)、灰色土 (12cm)で淡黄色士・地山となる。遺構が検出されたため拡張した結果、古墳時代後

期の南東方向に走る溝 1条（溝 1)、中世の東西方向に走る溝 1条（溝2) を検出した。遺物は、溝1か

ら土師器・須恵器が、溝2からは士師器・須恵器・白磁．砥石が出土した。

9トレンチ 確認した土層は、上層から造成盛土 (1.5m)、耕土 (16cm)、旧耕土 (20cm)、淡褐灰

色土 (20cm)、淡褐色土 (6cm)、灰褐色士 (8cm)で淡黄褐色砂質土・地山となる。遺構は、古墳

時代後期の溝1条を検出した。遺物は、溝から土師器の小片が出土した。

10トレンチ 確認した土層は、上層から造成盛土 (1.3m)、耕土 (14cm)、床土 (10cm)で淡褐色砂

質土・地山となる。遺構・遺物は検出されなかった。

11トレンチ 確認した土層は、上層から造成盛土 (1.2m)、耕土 (16-20cm)、床土 (8cm)、灰褐

色土 (10-14cm)で淡黄色土・地山となる。遺構・遺物は検出されなかった。

12トレンチ 確認した士層は、上層から造成盛土 (70cm)、耕土 (16cm)、床士 (5cm)で黄褐色

土・地山となる。遺構・遺物は検出されなかった。

13トレンチ 調査地北東端に追加設定したトレンチである。確認した土層は、上層から造成盛土

(80cm)、耕士 (20cm)、床士 (6cm)、淡灰褐色土 (10cm)、灰色士 (5-lOcm)、灰褐色士 (8-18cm)

で黄色土・地山となる。

トレンチ南端部では、灰色土の下層で暗灰色粘質土が堆積する。遺構は、古墳時代後期の溝 1条・ピ

ットを検出した。遺物は、溝から須恵器が出土した。

14トレンチ 13トレンチの南に増設したトレンチである。確認した土層は、上層から造成盛土

(70cm)、耕土 (18cm)、床士 (4-6 cm)、褐灰色土 (10-18cm)、灰色士 (8-20cm)、暗黄灰褐色

土 (12-20cm)、暗灰褐色粘質土 (14-20cm)で淡褐色土・地山となる。低湿地上の土層の堆積状況

をている。遺構は、 トレンチ南端部で時期不明の溝 1条・ピットを検出した。遺物は、床士下層の褐灰

色土から土師器・須恵器が出土した。

9. まとめ

調査の結果、縄紋時代後期の遺物包含層、古墳時代後期と中世の遺構を検出することができた。遺構

は、構成の耕作等に伴う削平を受けていることも判明した。 8トレンチで検出された中世の溝は、東西

方向に走り揖保郡条里地割に添うものである。今回の調査地では、遺構は調査地東半にあたる字中宮寺

地域に集中しており、遺跡は南東方向に広がることが推測される。また、今回の調査では小規模である

が、 5トレンチで縄紋時代後期の遺物包含層が検出されたことは、斑鳩寺南遺跡に新たな知見を加える

ものであり、この時期の集落遺跡の存在が予測される。
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3トレンチ住居址2(124・125)、3トレンチ遺構面 (123)、5トレンチ縄紋包含層 (115~120)、
5トレンチ遺構面 (121)、8トレンチ溝1(82) 

(115~120. 縄紋土器、 121・122.弥生土器、 123~125.土師器）

図111 出土遺物 (1)
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5トレンチ住居址2(127・128)、8トレンチ溝1(129・130)、8トレンチ溝2(131・132) 

(126~137. 土師器）

図112 出土遺物 (2)
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(138~140. 土師器、 141~149.須恵器）

図113 出土遺物 (3)
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3トレンチ住居址1(150・151)、3トレンチ遺構面 (151・155)、5トレンチ住居址2(152)、7トレンチ灰褐色土 (153)、
8トレンチ溝1(157・160)、8トレンチ溝2(167)、13トレンチ溝 (154)、14トレンチ褐灰色土 (158)

(150~161. 須恵器）

図114 出土遺物 (4)
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(162~164. 須恵器、 165・166.輸入磁器、 167.布目瓦、 168.石鏃、 169・170.砥石）

図115 出土遺物 (5)
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図116 3トレンチ全景（東より）

図118 5トレンチ全景（南より）
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図117 4トレンチ全景（北より）

図119 8トレンチ全景（西より）

図120 9トレンチ全景（西より） 図121 13トレンチ全景（北より）

図122 14トレンチ南端（北から）
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城山遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町鯖字植竹1025-11

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成17年1月20日

5. 調査面積

8rrl 

6. 記録作成
図123 試掘坪配置図 (1/2,500)

土層実測図 (1/20)、 トレンチ配置図 (1/300)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度50分14秒）、東経 (134度34分56秒）

7. 調介に至る経過

太子町鯖字植竹1025-11において個人住宅建築工事が計画され、建築予定地は周知の埋蔵文化財であ

る城山遺跡の包蔵地内に位置し、今回の建設予定地の南東約50mの地点で実施した町道改良工事に伴

う確認調査では、縄紋時代後期の遺物・遺構が検出されているため、遺物剋含層及び遺構の有無を確認

するため確認調査を実施した。調査地は、標高16m前後を測る畑である。

8. 調査の概要

調在は、造成予定地内に 2X2mの試掘坪を 2ヵ所設定して実施した。

調査地の基本士層は、上層から耕土（約20cm)、明褐灰色土・床土 (9-12cm)で円礫混じりの黄褐

色土・地山となっている。遺物・遺構は検出されなかった。

9. まとめ

調査の結果、今回の調査地点までは縄紋時代の遺跡の範囲が及んでいないことが確認された。

E ・ W 
-----------
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w 

15.80 

2
-
3
 

1. 絣土

2. 明褐灰色土・床土
3. 円震混じり黄褐色土・地山

15.80 

2
l
3
 

1坪 2坪

゜
2m 

図124 土層断面図
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田中遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町太田字五反田666番l

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課海野浩幸

4. 調査期間

平成17年2月4日~7日

5. 調査面積

12m 

6. 記録作成
図125 試掘坪配置図 (1/2,500)

土層実測図(1/20)、遺物実測図(1/1)、 トレンチ配置図(1/250)、写真記録（デジタルカメラ撮影）

北緯 (34度49分56秒）、東経 (134度36分20秒）

7. 調査に至る経過

太子町太田字五反田666番 1において、住宅造成工事が計画され、造成予定地は周知の埋蔵文化財で

ある田中遺跡の包蔵地内であるため、遺物包含層及び遺構有無を確認するため確認調査を実施した。

調査地は、標高8.5m前後を測る水田である。

8. 調査の概要

調査は、造成予定地内に 2X3mの試掘坪を 2

箇所設定して実施した。調査地の基本土層は、上

層から耕土（約20cm)、灰褐色土あるいは褐色砂

混じり灰色土の床土 (4~ 6 cm)で、 1坪では床

土下層で灰色砂質土 (12cm)、暗灰色粘質土混じ

り淡灰色粗砂 (5cm)で白黄色粘質土・地山、 2

坪では床土下層で暗灰色粘質土混じり灰色粗砂

(4 ~14cm) で黄色粘質土・地山となっている。

地山面は、南西方向へ緩やかに傾斜している。遺

物は、灰色砂質土及び暗灰色粘質土混じり灰色粗

砂から土師器・須恵器片が出土したが、遺構は検

出されなかった。

¥!!: 果遺構は検出されず、遺物も流れ込みと考えら 一こニ

l
v
3
-
5
 

1坪

8.30 

--可=1葛土
2. 灰褐色土•床土
3. 淡灰色砂費土

4. 暗灰色粘質土

漉じ9淡灰色粗砂
s. 白貧色粘質土・地山

z
 

s
 邑

2坪

1蔦土
2褐色砂混じり

灰色土・床土

3. 黒灰色粘費土
浪じり灰色粗砂

4. 淡貧色粘質土・地山

゜
2m 

図126 土層断面図

れる土師器・須恵器片が、各試掘坪からポリ袋に半分程度

ずつ出土しただけである。確認された土層は、すぐ西側を

南流する大津茂川の氾濫等に起因するものと考えられる。
゜

10cm 

図127 1坪出土遺物
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立岡東遺跡

1. 遺跡の所在地

揖保郡太子町立岡字小畑134番

2. 調査機関

揖保郡太子町教育委員会

3. 調査担当者

太子町教育委員会社会教育課 海野浩幸

4. 調査期間

平成17年2月 14 日 ~1s 日

5. 調資面積

48rrl 

6. 記録作成 図128 トレンチ配置図 (1/2,500)

トレンチ平面図 (1/20)、土層断面図 (1/20)、遺物実測図 (1/1)、 トレンチ配置図 (1/250)

写真記録（デジタルカメラ撮影）、北緯 (34度49分40秒）、東経 (134度34分48秒）

7. 調査に至る経過

太子町立岡字小畑147番地において宅地造成工事が計画され、造成予定地は周知の埋蔵文化財である

立岡東遺跡の包蔵地内であり、一帯は平成 7年度に実施した土壌汚染改良工事に伴う確認調査において、

柱穴・溝等の遺構が耕土直下の地山面で検出されているため、遺構の広がりを把握するため確認調査を

実施した。調在地は、標高11.00m前後を測る畑である。

8. 調査の概要

調査は、開発予定地内に1.5X 4mのトレンチを5ヵ所設定して実施した。なお、南端に設定した 5トレ

ンチでは流路状の土層の堆積が確認されたため、流路の肩部を確認するため、南北に拡張を行った。

調査地の基本土層は、上層から耕士 (20cm) 、土壌改良士 (30cm) 、暗褐色土 (10~2ocm) で淡褐色土·

地山となっている。暗褐色土の堆積は 1トレンチと 3トレンチ以南で確認され、地山面の起伏が認められ

る。 5トレンチでは南東方向の自然流路を検出した。 流路は幅8m以上を測り、最深部で70cmを測る。

上層の暗褐色砂層から土師器・須恵器片が出士したが、下層からの遺物の出土はなかった。

遺物は、 5トレンチの流路上層遺物以外、他のトレンチからの出土はなかった。

~\,12 
0 10cm 

図129 5トレンチ全景（北より） 図130 5トレンチ出土遺物
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9. まとめ

調査の結果、遺構は検出されなかったが、調査地南側では南東方向に走る自然流路が検出された。

また、地山面は、比較的起伏に富んでいることが確認された。今回の調壺地点は、立岡東遺跡の縁辺部

に位置すると考えられる。
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表4 遺物観察表

番号 遺跡名 出士地点 種別 遺物番号 法 量fem) 焼成 色 調 胎 ± 調 整

器種 ロ径 器高 底径

1 東南遺跡 暗褐色粘質土 縄紋 0201-1・1 良好 外 10YR5/2灰黄褐 細砂粒多く含 外縄紋

偶 15次調査） 鉢口縁 内 lOYR?/2鈍い黄橙 む 内磨耗のため不明

2 II II 縄紋 0201-1-2 良好 外 lOY政沈灰白 砂粒多く含む 外縄紋、凸帯爪形文施行

鉢口縁 内 lOY恥四 灰白 内磨耗のため不明

3 II 淡褐色土 縄紋 0201-1・3 良好 ‘ 外 7.5YR5/3鈍い褐 /10YR4/1褐灰 砂粒多く含む 外縄紋、沈線文

鉢口縁 内 10YR4/l褐灰 内磨耗のため不明

4 II 

＂ 縄紋 0201-1-5 良好 外 lOYI切3浅黄橙 顧妹立含む 外内磨耗のため不明

鉢口縁 内 7.5Yl迅13浅黄橙

5 II 

＂ 縄紋 0201-1-6 良好 外 lOY取況灰白 細砂洋立多く含む 外 沈線文

鉢口縁 内 lOY脳 2灰白 内磨耗のため不明

6 ＂ ＂ 縄紋 0201-1-7 良好 外 7.5YR4/l褐灰 細砂洋立多く含む 外内磨耗のため不明

鉢口縁 内 10YR7/2鈍い黄橙

7 ＂ ＂ 縄紋 0201-1-9 良好 外 10YR7/2鈍い黄橙 /10YR4/2灰黄褐 糸即少粒多く含む 外縄紋、沈線文

鉢口縁 内 10YR7/2鈍い黄橙 内磨耗のため不明

8 ＂ ＂ 縄紋 0201-1-4 良好 外 7.5YR5/3鈍い褐 砂粒少羹含む 外縄紋

鉢体部 内 7.5YR2/2黒褐 内ナデ

， 
＂ ＂ 縄紋 0201・1・8 良好 外 5YR4/2鈍い赤褐 砂粒含む 外縄紋、沈線文

鉢体部 内 5YR4/2灰褐 内ナデ

10 触造跡 1トレンチ 石鏃 0202・1-1 長さ 幅 厚さ サヌカイト

（第 18次調査） 灰黄色粘質土 2.9 16 0.4 

11 II 2トレンチ 弥生 0202-2-1 12.2 良好 外 5YR6/6橙 糸旧砂沫立を含む 外刷毛目、横ナデ

遺構面 甕口縁 内 5YR5/3鈍い赤提 5YR7/4鈍い橙 内横ナデ、ナデ

12 II 2トレンチ 弥生 0202-2-3-1 20.0 良好 外 5YR,卯鈍い赤褐 微砂粒含む 外 口縁端部、櫛描列点攻後円形

Pl 壺口縁 内 5YR,卯鈍い赤褐 浮文

--、 内横ナデ

13 ＂ 
II 弥生 0202-2-3-2 良好 外 lOY政四灰白 微砂粒含む 外上方刷毛目後櫛描波状文と直線

胴部 内 lOY恥競灰白 文、下方横方向箆磨き

内 届耗目

14 ＂ 
II 弥生 0202-2-3-2 90 良好 外 5YR6'8橙 /5YR5/2灰褐 微砂粒含む 外上方立方向の磨き、下方削り

胴部 内 7.5Yl迅？灰白 後横方向の磨き

内磨耗のため不明

15 II 2トレンチ 弥生 0202-2-2 20.0 10.4 94 良好 外 lOY氏四淡黄橙/10YR7/2鈍い黄橙 1-2. 誌の小石、 外磨耗のため不明

P7 台付鉢 内 10YR7/2鈍い黄橙 維彫粒を含む 内磨耗のため不明

16 触遺跡 1トレンチ 砥石 0203・1-1 

償 19次調査）

17 鶴遺跡 溝 弥生 0105-1-1 6.0 良好 外 7.5YR7/6橙 1-2皿幻,jep・石 外ナデ

（第20次調査） 底部 内 7.5YR&'4浅黄橙 英粒、細砂粒を含 内ナデ

む

18 ＂ 
II 弥生 0105・1・2 3.8 良好 外 5YR7/4鈍い橙 細砂粒を含む 外刷毛目

底部 内5YR6/6橙 /7.5YR4/2灰褐 内ナデ

19 蓮常寺東逍跡 4坪 士師器 0204-1-1 140 1.8 126 良好 外 7.5YR&'3浅黄橙 精良 外ナデ

坪 内 5YR7/6橙 /7.5YR813浅黄橙 内横ナデ

20 II II 須恵器 0204-1-2 良好 外 N7.灰白 密 外回転ナデ

坪身 内 N7灰白 内回転ナデ

21 南柳遺跡 2トレンチ 弥生 0206-1-1 6.2 良好 外 75YR7/2明褐灰 微砂粒含む 外磨耗著しいが縄紋、刺突文

償 8次調査） 底部 内 lOY恥氾灰白 内磨耗のため不明

22 II , 7トレンチ 須恵器 0206-3-1 13.7 良好 外 NB灰白 白色微砂粒含む 外内磨耗のため不明

坪身 内 5B7/1明青灰

23 II 9トレンチ 須恵器 0206・4・1 8.0 良好 外 N4灰 密 外内磨耗のため不明

坪蓋 内 N4灰

24 II 10トレンチ 土師器 0206・5・1 良好 外 10YR7/3鈍い黄掲 /10YR3/l黒褐 細砂粒含む 外内磨耗のため不明

脚

- 79-



番号 遺跡名 出土地点 種別 遺物番号 法 量~cm) 焼成 色 調 胎 士 調 整

器種 ロ径 器高 底径

25 蓮常寺北遺跡 4トレンチ 弥生 0207-1・1 4.2 良好 外 7.5YR6/3鈍い褐 細刷沫立含む 外叩き、底面葉脈痕

償 4次調査） 底部 内 10YR7/2鈍い黄掲 内ナデ

26 II 

＂ 須恵器 0207・1・2 短径 長径 厚さ 良好 外 N6灰 麟苑、微砂粒

面子 27 3.0 0.4 内 N6灰 含む

27 II 5トレンチ 弥生 0207・2・4 14.0 良好 外 10YR7/2鈍い黄橙 砂粒含む 外横ナデ

甕口縁 内 lOY恥四 灰白 内指頭圧痕

28 ＂ 
II 弥生 0201-2-1 164 良好 外 5YR6/4鈍い橙 輝妹立多く含む 外磨耗のため不明

甕口縁 内 7.5Y7/4鈍い橙 内磨耗のため不明、粘士継痕

29 ＂ 
II 弥生 0207-2-5 良好 外 25YRl3/6橙 I5YR&'2灰白 細砂粒含む 外磨耗のため不明

朋 内 5YR晒 灰白 内磨耗のため不明

30 ＂ 
II 弥生 0207-2・3 4.3 良好 外 7.5YR&'2灰白 細砂粒含む 外叩き、底面ナデ、籾痕跡

底部 内 75YR&'l灰白 内ナデ

31 II II 弥生 0207・2・2 良好 外 lOYR;汎黒褐 /10YR&'2灰白 砂粒多く含む 外叩き

底部 内 25YR4/1黄灰 石英粒含む 内磨耗のため不明

32 II 8トレンチ 弥生 0207・3・2 124 良好 外 5YR7/4鈍い橙 紐昭粒含む 外端部叩き後ナデ、頸渕蜀粍目後縦方向

壺口縁 内 5YR7/4鈍い橙 箆磨き

内端剖枷戚方向卸窮き、頸部縦方向箆磨き

33 ＂ ＂ 弥生 0207・3・1 150 良好 外 7.5YR&'3浅黄橙 2-3m砂 9」そ、 外磨耗のため不明

裔坪 内 lOYlli四 灰白 紺彫粒含む 内磨耗のため不明

34 ＂ 
II 弥生 0207-3-3 良好 外 7.5YR7/4鈍い橙 砂痢立含む 外ナデ、縦方向の刷毛目

脚 内 5YR7/6橙 内ナデ

35 ＂ 
II 弥生 0207-3-4 31 やし‘ 外 lOYRI氾鈍い赤橙 /5YR7/4鈍い橙 2-3 mm大の小 外磨耗のため不明

底部 内 5YR7/3鈍い橙 l5YR&'2灰白 石、砂粒含む 内磨耗のため不明

36 II 

＂ 弥生 0207・4・1 22 良好 外 75YR4/1提灰 白色砂粒、雲母 外箆磨き

底部 内 75YR7/3鈍い橙 含む 内ナデ

37 ＂ 
II 弥生 0207・3・5 46 良好 外 5YR7/2明褐灰 白色微砂粒含む 外ナデ、端部指による摘み出し

底部 内 5YR6/2灰褐 内箆削り

38 ＂ 
II 弥生 0207-3-6 4.0 良好 外 7.5YRS'3浅黄橙 細砂程1含む 外ナデ、刷毛目

底部 内 N3暗灰 内磨耗のため不明

39 ＂ 9トレンチ 弥生 0207・5・1 良好 外 25YR6/6橙 白色砂粒含む 外ナデ、縦方向箆磨き

朋虹祁 内 2.5YR6/6橙 内ナデ

40 II 12トレンチ 弥生 0207-6-1 4.2 良好 外 lOY取氾浅黄橙 /25YR7/4鈍い橙 細砂粒多く含む 外叩き後ナデ
--

底部 内 25YR7/4浅赤橙 /5YR7/3鈍い橙 内ナデ

41 蓮常寺北遺跡 1トレンチ 弥生 0301・1-l 60 良好 外 2.5YR7/6橙 紐彫粒含む 外叩き後ナデ

005次調査） 士坑2 底部 内 2.5YR7/6橙 内磨耗のため不明

42 II 1トレンチ 弥生 0301-1-2 4.2 良好 外 25YR7/4淡赤橙 /75YR8/3浅黄橙 細砂粒多く含む 外沈線文

士坑4 底部 内 10YR8/2灰白 内磨耗のため不明

43 II 1トレンチ 弥生 0301-1・3 4.5 良好 外 25YR7/4淡赤橙 砂粒含む 外縄紋、沈線文

遺構面 蓋 内 5YR8/1灰白 内ナデ

44 II 1トレンチ 弥生 03011-4 160 良好 外 2.5YR7/4淡赤橙 細砂粒多く含む 外内磨耗のため不明

暗褐色士 甕口縁 内 25YR7/4淡赤橙 /5YRS/l灰白

45 II II 弥生 0301・1・10 10.6 良好 外 10YR6/4鈍い赤橙 2 mmの小石粒、 外内ナデ

甕口縁 内 10R6/l赤灰 砂粒含む

46 ＂ 
II 弥生 0301-1-11 16.0 良好 外 5YR7/4鈍い橙 2 m畝の小団立 外 2条の沈線

甕口縁 内 7.5YR8/1灰白 多く含む 内磨耗のため不明

47 ＂ 
II 弥生 0301・1-12 154 良好 外 5YR7/4鈍い橙 /5YR4/l褐灰 白色微砂粒含む 外沈線文

甕口縁 内 5YR7/4鈍い橙 内ナデ

48 ＂ ＂ 弥生 0301-1・15 16.4 良好 外 75YR8'4浅黄橙 響殿少駄含む 外磨耗のため不明、沈線

甕口緑 内 lOY恥サ灰白 内条痕

49 II 

＂ 弥生 0301-1・16 12.8 良好 外 75YR6/3鈍い褐 微砂粒多く含む 外磨耗のため不明、刻み目

甕口縁 内 75YR6/3鈍い褐 内 磨耗のため不明
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番号 遺跡名 出土地点 種別 遺物番号 法 量(cm) 焼成 色 調 胎 土 調 整

器種 ロ径 器高 底径

50 蓮常北遺跡 1トレンチ 弥生 0301・1・24 15.6 良好 外 7.5YR&'4浅黄橙 /7.5YR7/3鈍い橙 網妹立少羹含む 外叩き、口縁端部ナデ

憚 5次調査） 暗褐色土 甕口縁 内 75YR7/3鈍い橙 /7.5YR4/1褐灰 内ナデ、粘土継ぎ目

51 II II 弥生 0301-1-23 130 良好 外 10R6/6赤橙 /75YR812灰白 細砂粒含む 外叩き後刷毛目とナデ、口縁部

甕口緑 内 7.5YR7/4鈍い橙 横ナデ

内横方向刷毛目、横ナデ

52 ＂ 
II 弥生 0301・1・25 16.2 良好 外 75YR616橙 /5YR6/3鈍い橙 砂粒含む 外叩き、ナデ

鉢口縁 内 5YR沙2灰白 内刷毛目

53 ＂ ＂ 弥生 0301・1・8 良好 外 5Y5/3鈍い赤褐 砂粒含む 外ナデ、貼付凸帯に刺突文

壺頚部 内 5Y5/3鈍い赤褐 内削り後ナデ

54 ＂ ＂ 弥生 0301-1-30 166 72 良好 外 7.5YR7/6橙/ 10YR7/l灰白 砂粒含む 外磨耗のため不明

鉢 内 7.5YR7/6橙 内ナデ

55 ＂ ＂ 弥生 0301-1-5 196 良好 外 75YR7/3鈍い橙 砂粒多く含む 外叩き、ナデ

鉢口縁 内 75YR7/3鈍い橙 内ナデ

56 ＂ ＂ 弥生 0301-1-6 238 良好 外 75YR7/3鈍い橙 細砂粒含む 外刷毛目

鉢 内 75YR7/3鈍い橙 内刷毛目

57 II 

＂ 弥生 0301-1-17 良好 外 7.5YR7/4鈍い橙 細砂粒含む 外箆磨き

胴耽部 内 7.5YR7/4鈍い橙 内削り後ナデ

58 II 

＂ 弥生 0301・1-18 良好 外 7.5YR7/4鈍い橙 /7.5YRJ翌灰白 細砂粒少砿含む 外箆磨き

朋〖 内 5YR7/4鈍い橙 内絞り

59 II 

＂ 弥生 0301-1-7 3.5 良好 外 75YR7/4鈍い橙 細砂粒含む 外磨耗のため不明

甑 内 lOY取',/2灰黄掲 内刷毛目

60 II II 弥生 0301・1-14 16 良好 外 7印E&'3浅黄橙 白色砂対立含む 外叩き

甑 内 lOYru辺褐灰 /N4灰 内ナデ

61 II II 弥生 0301・1・19 4.4 良好 外 7.5YR7/3鈍い橙 維彫粒含む 外ナデ、底面葉脈痕

底部 内 7.5YR7/3鈍い橙 内工具痕

62 ＂ 
II 弥生 0301-1-20 57 良好 外 lOY恥3/2灰白 2-3mmの小 外叩き、底面葉脈痕

底部 内 25YR7/2灰黄 石、細砂粒含む 内磨耗のため不明

63 II II 弥生 0301-1・31 3.6 良好 外 75YR6/3鈍い褐 砂粒少旦含む 外ナデ

底部 内 5YR7/4鈍い橙 内工具痕

64 II 

＂ 弥生 0301-1・13 33 良好 外 7.5Ym叩黒褐 砂粒少品含む 外磨耗のため不明

底部 内 7.5YR4/l褐灰 内ナデ

65 II II 弥生 0301-1-32 50 良好 外 5YR7/4鈍い橙 微砂粒少は含む 外ナデ、箆庖き

底部 内 5YR7/6橙 内ナデ

66 ＂ ＂ 弥生 0301・1・22 丸底 良好 外 10和沿鈍い赤橙 /10R4/l暗赤灰 細砂粒多く含む 外刷毛目

底部 内 75YR&'3浅黄橙 /75YRぬ B澤 内削り後ナデ

67 ” ＂ 弥生 0301・1・21 2.2 良好 外 7.5YR7/2明褐灰 細砂粒含む 外叩き

底部 内 10YR6/1褐灰 内ナデ

68 ＂ 
II 弥生 0301-1・9 丸底 良好 外 7.5YR7/3鈍い橙 砂粒わずかに含 外ナデ

底部 内 7.5YR7/3鈍い橙 /lOY恥沈：灰白 む 内ナデ

69 ＂ 2トレンチ 弥生 0301・2・2 4.4 37 30 良好 外 75YR7/3鈍い橙 糸即少粒含:tJ' 外ナデ

住居址 ミニチュ 内 10YR3/1黒褐 内ナデ

ア士器

70 II II 弥生 0301-2-1 2.3 良好 外 5YR7/4鈍い橙 砂粒含む 外箆磨き

底部 内 5YRfj/2灰褐 内削り後ナデ

71 II 3トレンチ 須恵器 0301-3-2 12 5 4.2 良好 外 N7灰白 細砂粒含む 外回転ナデ、底部回転削り

住居址 坪身 内 10Y7/1灰白 内ナデ

72 II 

＂ 須恵器 0301-3-1 13 5 3.6 良好 外 10YR7/2鈍い橙 微砂粒少墓含む 外回転ナデ、底睛国紐削り

坪身 内 10YR7/2鈍い黄橙 内ナデ

73 ＂ 
II 土師器 0301・3・3 208 良好 外 2.5YR(;/4鈍い橙 /75Y恥郊浅黄橙 細砂湘咳ぺ含む 外刷毛目、横ナデ

甕 内 75YR7/3鈍い橙 内箆削り、刷毛目

74 ＂ 3トレンチ 弥生 0301-2-1 136 良好 外 75YR7/4鈍い橙 微砂粒少拡、雲 外ナデ

土坑1 甕 内 75YR5/2灰褐 母少羹含む 内磨耗のため不明

75 II 3トレンチ 弥生 0301-3-8 144 良好 外 75YR7/4鈍い橙 細砂湘沙位と微 外磨耗のため不明

士坑2 高坪 内 5YR7/4鈍い橙 砂粒含む 内箆削り後ナデ
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番号 迫跡名 出土地点 種別 追物番号 法 量(cm) 焼成 色 調 胎 土 調 整

器種 ロ径 器裔 底径

76 蓮常北遺跡 3トレンチ 弥生 0301・3・9 86 良好 外 lOY印郊灰白 砂粒含む 外ナデ

005次調査） 土坑2 壺口縁 内 lOY和郊灰白 内ナデ、粘士継目痕

77 ＂ 
3トレンチ 弥生 0301・3・5 19.0 良好 外 5YR7/6橙 糾彫粒含む 外叩き

溝4 甕 内 7.5YR4/l褐灰 内ナデ

78 ＂ 
II 弥生 0301・3・4 15.8 良好 外 7.5YR&'2灰白 /7.5YR7/3鈍い橙 砂粒少位含む 外工具ナデ

祁坪 内 7.5YR4/1褐灰 /7.5YR7/3鈍い橙 内刷毛目、多方向のエ具ナデ

79 II 3トレンチ 弥生 0301・3・6 21.4 良好 外 10Y8/l灰白 細砂粒多く含む 外叩き、ナデ

遺構面 鉢 内 75¥7/3鈍い橙 内刷毛目

80 ＂ 
4トレンチ 弥生 0301・4・1 良好 外 10YR7/3鈍い黄橙 /lOY取辺灰黄褐 微砂粒わずかと 外箆磨き

住居址 朋 内 10YR7/3鈍い橙 /10YR612灰黄褐 雲母含む 内ナデ

81 II II 弥生 0301-4-2 3.4 良好 外 7.5YR7/4鈍い橙 /5Y取匹浅橙 細砂粒含む 外ナデ

ミニチュ 内 5YR7/6橙 内ナデ

ア士器

82 II 4トレンチ 弥生 0301・4・3 3.4 良好 外 10YR6/8褐灰 砂粒含む 外磨耗のため不明

淡褐色砂質土 底部 内 5YR5l2灰褐 内磨耗のため不明

83 ＂ ＂ 弥生 0301-4-4 28 良好 外 2.5YR6/8橙 白色砂粒含む 外叩き

底部 内 2.5YR6/8橙 内工具痕

84 II 弥生 0301-4-5 67 良好 外 10YR7/2鈍い黄橙 砂粒含む 外叩き

底部 内 10YR7/2鈍い黄橙 内工具痕

85 II 5トレンチ 弥生 0301-5・1 8.4 良好 外 2.5YR7/4淡黄橙 細彫粒含む 外ナデ

士坑2 底部 内 25YR7/4淡黄橙 内ナデ

86 II 5トレンチ 弥生 0301-5-2 18.4 良好 外 25YR7/6橙 /25YR4/1赤灰 白色微砂妹立少駄 外箆磨き、刷毛目

土坑4 壺口縁 内 lOY印刃 灰白 /N5灰 含む 内箆磨き、ナデ

87 II 5トレンチ 弥生 0301・5・3 13.6 良好 外 5YR7/4鈍い橙 細砂粒含む 外叩き、ナデ

土坑5 甕 内 5YR7/4鈍し橙 内ナデ
ヽ

88 ＂ 
5トレンチ 弥生 0301-5-5 16.2 良好 外 lOYR灰白 砂粒多く含む 外ナデ

大溝 甕口縁 内 lOYR灰白 内ナデ

89 ＂ 
II 弥生 0301・5・4 16.9 やし‘ 外 lOYIU笠:灰白 /10YR7/1灰白 砂粒多く含む 外ナデ

壺口縁 内 10YR7/4鈍い橙 内箆削り

90 II 

＂ 弥生 0301・5・6 16.6 良好 外 5YR7/4鈍い橙 /75YR7/2明褐灰 砂粒少足含む 外刷毛目、横ナデ

壺口縁 内 5YR7/4鈍い橙 /75YR7/2明褐灰 内ナデ

91 II 

＂ 弥生 0301・5・7 3.7 良好 外 5YR5'3鈍い赤褐 細砂病砂湛経羽f 外ナデ、箆磨き

底 内 7.5YR的 鈍い褐 内屈粍目、箆磨き

92 ＂ 
7トレンチ 士月萌器 0301・6・2 17.6 良好 外 7.5YR7/3鈍い橙 細砂討准；む 外叩き、横ナデ

土坑 甕口縁 内 7.5YR7/2明褐灰 内ナデ

93 II II 土剖器 0301・6・1 20.8 良好 外 7.5YR7/3鈍い橙 細砂粒含む 外箆磨き後ナデ

高坪 内 7.5YR7/4鈍い橙 内箆磨き後ナデ

94 II 8トレンチ 弥生 0301-7・7 15 6 やし‘ 外 lOY民四 浅黄橙 /lOYR刃 黒褐 微砂粒多く含む 外磨耗のため不明

暗褐色士 甕口縁 内 lOYRll/4浅黄橙 /10YR3/l黒褐 内磨耗のため不明

95 II 

＂ 弥生 0301-7・2 17.4 良好 外 25YR邸3橙/7.5YR/l/l灰白 砂粒含む 外昂粍目、ナデ

甕口縁 内 7.5YR8/1灰白 内箆削り後ナデ

96 II 

＂ 弥生 0301・7-l 168 良好 外 75YR7/3鈍い橙 細砂粒含む 外刷毛目、横ナデ

壺口縁 内 75YR7/3鈍い橙 /75YR4/1褐灰 内箆削り後ナデ、指頭圧痕

97 II 

＂ 弥生 0301-7-3 170 良好 外 lOR/316赤橙 細砂粒含む 外磨耗のため不明

高坪 内 lOR/3/6赤橙 内磨耗のため不明

98 ＂ ＂ 弥生 0301-7・4 55 良好 外 lOYRS/1灰白 砂粒少泣と雲母 外叩き、刷毛目

甑 内 7.5YR7/2明褐灰 含む 内届粍目、ナデ

99 ＂ ＂ 弥生 0301-7-5 43 良好 外 7.5YR7/3鈍い橙 砂粒少旦と白色 外ナデ

底部 内 7.5YR7/4鈍い橙 微砂粒含む 内工具痕

100 ＂ 
8トレンチ 丑謬 0301・7・8 14.0 良好 外 5YR616橙 白色砂粒含む 外刷毛目、横ナデ

灰褐色砂質士 甕 内 5YR6/1褐灰 内箆削り、横ナデ
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101 蓮常北遺跡 8トレンチ 土師器 0301-7・9 13.8 やし‘ 外 5YR7/6橙 /7.5YR&'3浅黄橙 細砂粒多く含む 外磨耗のため不明

償 5次調査） 灰褐色砂質土 甕 内 10YR6/1褪灰 /7.5函 3浅黄橙 内横方向の箆削り

102 立岡笹山逍跡 1坪 須恵器 0302・1-l 188 良好 外 N7灰白 密 外回転ナデ

坪蓋 内 N7灰白 内回転ナデ

103 東保遺跡 1坪 須恵器 0303・3・1 良好 外 N6灰 微砂粒少函含む 外糸切底

碗 内 N7灰白 内ナデ

104 ＂ 10坪 青磁 0303・1-1 良好 外 5BG6/1青灰 密 外施釉、蓮弁文

碗 内 5BG611青灰 内施釉

105 ＂ 11坪 須恵器 0303-2-1 12 8 良好 外 N7灰白 微砂粒多く含む 外回転ナデ

坪身 内 N7灰白 内回転ナデ

106 楯岩城跡 士師器 0304・1-l 7.4 17 2.8 良好 外 10YR7厄鈍い黄橙 微砂粒少砿含む 外磨耗のため不明

皿 内 10YR7/2鈍い黄橙 内磨耗のため不明

107 川島遺跡 1坪 白磁 0305-1-1 15 2 良好 外 7.5GYf!/l明緑灰 密 外施釉、口縁錨瑯露胎

儒 14次調査） 碗 内 75GY8/l明籾天 内施釉、口縁端部蕗胎

108 筑紫大道跡 3坪 弥生 0306・1-1 132 良好 外 10R6'6赤橙 砂粒含む 外磨耗のため不明

高坪 内 10R6/6赤橙 内磨耗のため不明

109 東保高田逍跡 調査区1 須恵器 0401・2-l 12.4 良好 外 N6灰 密 外回転ナデ、底部回転削り

滞 坪身 内 N6灰 内回転ナデ

110 ＂ 
II 須恵器 0401・2・2 106 良好 外 5Y5/l灰白 密 外叩き、ナデ

甑 内 5Y5/l灰白 内ナデ

111 II 土師器 0401-2-3 良好 外 25YR7/4淡赤橙 /75YR813浅黄橙 微砂粒含む 外磨耗のため不明

把手 内磨耗のため不明

112 ＂ 土師器 0401-2-4 良好 外 lOYR&'l灰白 精良 外磨耗のため不明

把手 内磨耗のため不明

113 調査区1 磁器 0401・1・1 短径 長径 厚さ 良好 外 N8灰白 密 外施釉、染付け

表採 面子・ 2.5 2.8 0,5 内NB灰白 内施釉

114 ＂ 磁器 0401・1・2 短径 長径 厚さ 良好 外 10Y7/l灰白 密 外施釉

面子 2.8 30 0.7 内 10Y7/l灰白 内施釉

115 斑鳩寺南遺跡 5トレンチ 縄紋 0406-2-6 376 良好 外 lOY恥氾 灰白 砂粒多く含む 外条痕、貼付凸帯に刻み目文

縄紋包含層 深鉢 内 lOY恥氾 灰白 内ナデ

116 ＂ 
II 縄紋 0406・2・7 良好 外 N3暗灰 謳妹立少伍と 外沈線文、貼付凸帯に刻み目文

鉢口縁 内N3暗灰 微砂粒含む 内ナデ

117 II II 縄紋 0406・2・9 良好 外 lOY即 黒褐 /7.5YR4/3褐 砂粒含む 外条痕、貼付凸帯に刻み目文

鉢口縁 内 lOY即 黒褐 内ナデ

118 II 

＂ 縄紋 0406・2・11 良好 外 5YR4/4鈍い赤褐 微砂粒少砿含む 外磨き

鉢口縁 内5YR4//4鈍い赤掲 /5YR4/3鈍い赤褐 内磨き

119 ＂ ＂ 縄紋 0406-2-8 良好 外 7.5Y恥郊鈍い褐 微砂粒と砂粒含 外横方向条痕、縄紋

鉢体部 内 10YR6/1褐灰 む 内ナデ

120 II II 縄紋 0406-2-10 良好 外 7.5YR8'4浅黄橙 細砂粒多く含む 外条痕

鉢体部 内 lOYRB/2灰白 内磨耗のため不明

121 II 5トレンチ 弥生 0406・2・12 24 良好 外 7.5YR613鈍い褐 /7.5YR7/4鈍い橙 細砂粒含む 外箆削り

遣構面 疇 内 75YR5/2灰褐 内箆削り後ナデ

122 ＂ 
8トレンチ 弥生 0406-4-8 4.4 良好 外 10YR7/2鈍い黄橙 細砂粒含む 外叩き

溝1 甑 内 lOY政刃 灰白 内磨耗のため不明

123 11 3トレンチ 土師器 0406-1-5 16.8 良好 外 7.5YR飢3橙 微砂粒と雲母多 外横ナデ

遺構面 甕 内 10YR7/2鈍い黄橙 く含む 内磨耗のため不明

124 II 3トレンチ 丑廂器 0406・1・11 14.2 良好 外 25YR7/2橙 微砂粒含む 外刷毛目

住居址2 甕 内 7.5YR7/2明褐灰 内横方向の刷毛目、ナデ

125 II 

＂ 土師器 0406・1-13 14.7 14.0 丸底 やし‘ 外 lOY取辺 灰白 微砂粒少量と砂 外横ナデ

甕 内 lOY取氾 浅黄橙 粒含む 内箆削り

126 ＂ 
3トレンチ 士師器 0406・1・19 166 良好 外 5YR813淡橙 /75YR811灰白 砂粒多く含む 外磨耗のため不明

住居址2 甕口縁 内 7.5YR8'1灰白 内磨耗のため不明
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127 斑鳩寺南遺跡 5トレンチ 土師器 0406・2・3 65 やし‘ 外 7.5YR64鈍い澄 瞬少粒少泣と、 外刷毛目

住居址2 甕 内 7.5YR513鈍い橙 微砂粒含む 内磨耗のため不明

128 ＂ ＂ 士師器 ⑱ 6・2・4 134 良好 外 25YR6/6橙 /5YR4/3鈍い赤褐 2 mm大の小石、細 外ナデ

甕 内 5YR5/2灰褐 /25YR6/6橙 砂微砂粒含む 内箆削り

129 ＂ 8トレンチ 丑謬 0406・4・6 17.2 良好 外 75¥8/3浅黄橙 2 mm大の小石、 外刷毛目、横ナデ

溝1 甕 内 75Y邸浅黄橙 砂粒多く含む 内箆削り、横ナデ

130 II II 士月眼器 0406-4-3 17 2 良好 外 7.5YR7/4鈍い橙 /75Yru弘2灰褐 微砂粒含む 外刷毛目、横ナデ

甕 内 7.5YR7/2明褐灰 内箆削り、横ナデ

131 II 8トレンチ 士月眼器 0406-4-22 326 良好 外 7.5Yl迅16橙 微砂粒含む 外刷毛目、ナデ

溝2 甕 内 7.5YR7/3鈍い橙 内横方向刷毛目、ナデ

132 II 

＂ 士師器 0404・4・11 28.4 良好 外 5YR&'2灰白 /5YR5/2灰褐 細砂粒含む 外刷毛目、ナデ

鉢 内 5YR7/6橙 /5YR4/2灰褐 内ナデ

133 ＂ 5トレンチ 士師器 0406・2・1 160 良好 外 5YR&'4淡橙 砂粒少伍含む 外磨耗のため不明

住居址1 高坪 内 5YR814淡橙 内磨耗のため不明

134 II 

＂ 土師器 0406-2-2 19.6 良好 外 5YR7/4鈍い橙 刷術立含む 外横ナデ

高坪 内 5YR7/4鈍い橙 内横ナデ

135 II 3トレンチ 土師器 0406・1・2 9.6 23 3.6 良好 外 5YR6/6橙 密 外磨耗のため不明

遺構面 坪 内 5YR616橙 内磨耗のため不明

136 // 8トレンチ 土師器 0406-4-17 13 7 30 7.2 良好 外 5YR7/6橙 微砂粒含む 外底面箆切後ナデ

溝2 坪 内 5YR7/6橙 内磨耗のため不明

137 ＂ 
II 土師器 0406-4-18 126 2,25 9.2 良好 外 5YR7/6橙 微砂粒含む 外底面箆切

坪 内 5YR7/6橙 /7.笥'RE/4浅黄橙 内磨耗のため不明

138 ＂ 8トレンチ 丑謬 0406・4・7 140 良好 外 7.5YR&'4浅黄橙 緬少粒含む 外磨耗のため不明

溝1 甑 内 7.5Yl迅'6浅黄橙 内磨耗のため不明

139 II II 士師器 0406・4・9 や Vヽ 外 7.5YR&'3浅黄橙 砂粒少量含む 外磨耗のため不明

把手 内磨耗のため不明

140 II II 土師器 0406-4-10 やし‘ 外 7.5Yl迅13浅黄橙 砂粒少品含む 外磨耗のため不明

把手 内磨耗のため不明

141 II 3トレンチ 須恵器 0406・1-1 134 35 良好 外 N7灰白 白色微砂粒含む 外回転箆削り、回転ナデ

遺構面 坪蓋 内 N7灰白 内回転ナデ

142 ＂ 
II 須恵器 0406-1-6 146 46 良好 外 N6灰 /N4灰 微砂粒少羹含む 外回転箆削り、回転ナデ

坪蓋 内 N6灰 内回転ナデ

143 ＂ 3トレンチ 須恵器 0406・1-10 12.9 3.6 良好 外 N6.5灰 微砂粒含む 外回転箆削り、回転ナデ

住居址1 疇 内N6.5灰 内回転ナデ

144 ＂ 3トレンチ 須恵器 0406-1-12 11.0 39 甘い 外 lOY恥汎灰白 砂粒少羹含む 外磨耗のため不明

住居址2 坪蓋 内 lOYI切 1灰白 内磨耗のため不明

145 II 

＂ 須恵器 0406・1・14 11.0 32 良好 外 N7灰白 密 外底面回転箆削り、回転ナデ

坪蓋 内 N7灰白 内回転ナデ

146 II 

＂ 須恵器 0406・1-15 104 36 良好 外 N6灰 白色微砂粒少位 外回転ナデ

坪蓋 内 N7灰 含む 内回転ナデ

147 ＂ ＂ 須恵器 0406-1-16 106 37 良好 外 N7灰白 白色微砂粒少巌 外箆削り、回転ナデ

坪 内 N7灰白 含む 内回転ナデ

148 II 

＂ 須恵器 0406-1-17 98 32 良好 外 N7灰白 微砂粒少品含む 外回転箆削り、回転ナデ

疇 内 N7灰白 内回転ナデ

149 ＂ 
II 須恵器 0604-4-18 110 30 良好 外 N7灰白 白色微砂粒少拭 外底面箆切

疇 内 N7灰白 含む 内磨耗のため不明

150 II 3トレンチ 須恵器 0406-1-7 12.2 4.0 6.1 良好 外 N6灰 密 外底面回転箆削り、回転ナデ

住居址1 坪身 内 N7灰白 内回転ナデ

151 II 

＂ 須恵器 0406-1-3 14.2 4.0 良好 外 N7灰白 微砂粒含む 外底面回転箆削り、回転ナデ

坪身 内 N7灰白 内回転ナデ

152 II 5トレンチ 須恵器 0406-2-5 114 良好 外 N6灰 微砂粒少は含む 外底面回転箆削り 、回転ナデ

住居址2 坪身 内 N6灰 内回転ナデ

153 ＂ 7トレンチ 須恵器 0406・3-1 12 2 良好 外 N6灰白 微砂粒少祉含む 外回転ナデ、自然釉付着

灰褐色士 坪身 内N6灰白 内回転ナデ
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154 斑鳩寺南遺跡 13トレンチ 須恵器 0406-5-1 12 4 4,8 良好 外 N6灰 白色微砂粒含む 外底面回転箆削り、回転ナデ

溝 坪身 内N6灰 内回転ナデ

155 II 3トレンチ 須恵器 0406-1-9 15 5 4.9 良好 外 N6灰 白色微砂粒含む 外回転箆削り、回転ナデ

住居址1 商坪蓋 内N7灰白 内回転ナデ

156 II 8トレンチ 須恵器 0406-4-1 良好 外 N6灰 微砂粒少量含む 外回転箆削り、回転ナデ

溝1 高坪蓋 内N6灰 内ナデ

157 II 

＂ 須恵器 0406-4-4 151 5.2 良好 外 N7灰白 IN6灰 白色微砂粒含む 外回転箆削り、回転ナデ

高坪蓋 内N7灰白 内回転ナデ

158 II 14トレンチ 須恵器 0404-6-1 158 良好 外 N6灰 /N7灰白 白色微砂粒少砿 外回転ナデ、カキ目、列点文

褐灰色土 高坪蓋 内N6灰 含む 内回転ナデ

159 ＂ 
3トレンチ 須恵器 0406-1-4 106 良好 外 N6灰 微砂粒含む 外回転ナデ、列点文

遺構面 高坪 内N6灰 内回転ナデ

160 II 8トレンチ 須恵器 0406・4・5 良好 外 5R6/1赤灰 /N5灰 /N6灰白 微砂利沙砿含む 外回転ナデ、底部回転箆削り

溝1 ハソウ 内5P4/1暗紫灰 内ナデ

161 II 8トレンチ 須恵器 0406-4-14 80 2.0 74 良好 外 N6灰 微刷粒少豆含む 外ナデ、糸切底

溝2 皿 内N6灰 内ナデ

162 ＂ 8トレンチ 須恵器 0406・4・12 162 53 62 良好 外 N7灰白 /N5灰 微砂粒少は含む 外回転ナデ、糸切底

溝2 碗 内N7灰白 内回転ナデ

163 ＂ ＂ 須恵器 0406-4-13 160 53 74 良好 外 N7灰白 /N6灰 微砂粒少屈含む 外回転ナデ、糸切底

碗 内N7灰白 内回転ナデ

164 ＂ ＂ 須恵器 0406-4-15 68 良好 外 N6灰 微砂粒少駄含む 外回転ナデ、糸切底

疇部 内NG灰 /N7灰白 内回転ナデ

165 ＂ ＂ 白磁 0406-4-2 164 6.5 6.0 堅緻 外 5Y711灰白（釉l/75Y711灰白僑胎齢 密 外施釉、底部露胎

碗 内5¥7/1灰白 内施釉

166 ＂ ＂ 白磁 0406-4-16 4.8 堅緻 外 25Y灰白像甜培0 密 外露胎

疇部 内25¥7/2灰黄（釉） 内施釉

167 ＂ 
II 布目瓦 0406-4-19 厚さ 良好 外 7.5YR8/3浅黄橙 密 凹布目痕

16 凸格子叩き

168 II 3トレンチ 石鏃 0406・1・8 

住居址1

169 ＂ 
8トレンチ 磋汗； 0406-4-20 

溝2

170 ＂ 
II 磋沼 0406・4・21 

171 田中遺跡 1坪 須恵器 0405-1-1 112 29 良好 外 N6灰 微砂粒少砒含む 外回転削り、回転ナデ

高坪蓋 内NG灰 内回転ナデ

172 立岡東遺跡 5トレンチ 須恵器 0407-1-1 14.5 良好 外 10Y7/l灰白 微砂布沙星含む 外回転削り、回転ナデ

面坪蓋 内 10Y7/1灰白 内削り後回転ナデ
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平成 14年度

遺ふ り跡 が な名 信玉臼遺疇

所ふ りが在 な地 揖いぽ保ぐ郡ん太たしヽ子しち町ょうい饒かるがあ字ざ石し、 し田t' 

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(ni) 調 査 原 囚

市町村 遺跡番号 34°49'50" 134°34'07" 2002・4・22 70 店舗建設

450010 I 450016 ~4・23 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

鯖石田遺跡 集落跡 弥生時代 溝・土坑・ピット 土師器・須恵器・白

～中世 磁・士錘

遺ふ 層
が な名 箪薗遍蘇（第い155次繭釜）

所‘ り在
が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太いし子ちょう町いか触るが~子か構まえのノう内ち

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(nf) 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'48" 134°35'00" 2002・7・8 150.8 公共下水道埋設

450010 i 450081 ~8・2 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

東南遺跡 集落跡 縄紋時代 士坑・溝・ピット 縄紋土器 公共事業

～中世

遺ふ り跡 が な名 信道憾（第い188沃調蓋）

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう東とう保ぽ字あざ嵩たか田t' 

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'56" 134°35'0411 2002・9・26 36.5 駐車場整備

450010 ! 45001 7 ~10・4 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事項

鮪遺跡 集落跡 弥生時代 土坑・ピット 石鏃・弥生土器 公共事業

～中世
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遺ふ り が な名 い鮪かるが遺いせj;泳(第だい1I99次じ調ちょ査うさ） 跡

所ふ りが在 な地 揖いぼ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう東とう保ぼあ字ざ高田

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°49'54" 134°35'0411 2002・9・30 19 交番庁舎建設

450010 I 45001 7 ~10・3 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

饒遺跡 集落跡 弥生時代 溝 砥石・土師器 公共事業

～中世

追迫ふ り が な名 い鮪かるが遺い`Rt (第だい2200次じ調ちょ査うさ） 跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡んt太・い子しち町ょうい饒かるが字あざ小おぐ栗り田だ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(ni) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°49'59" 134°35'04" 2002・9・30 37.5 宅地造成

450010 450017 ~10・11 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

饒遺跡 集落跡 弥生時代 溝 弥生土器

～中世

遺ふ り跡 が な名 韮箭嗣董道詠
所ふ り在 が な地 揖渥廊矢旱酎逸う脅寺皐笑鑓

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'18" 134°34'58" 2002・10・22 48 宅地造成

450010 I 450211 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺構 主 な 遺 物 特記事項

蓮常寺東遺 集落跡 弥生時代 石鏃・土師器

跡 ～中世 須恵器

遺ふ
り が な名 糸いと井い字あざ前まえ田t' 跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう糸いあ井ざあ字ざ前まえ田F 

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrl) 調査 原 因

市町村 遺跡番号 34°48'5511 134°35'01" 2002・10・30 48 共同住宅建設

450010 I ； ~10・31 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

土師器・須恵器
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遺ふ り が な名 い籠蓮藩（第泊荻調蓋）跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう東とう保ぽあ字ざ高トか田F 

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'59" 134°35'04" 2002・11・5 44 交番庁舎建設

450010 i 450017 ~11・ 12 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記 事 項

触遺跡 集落跡 弥生時代 土坑・溝 弥生土器・土師器 公共事業

～中世 本発掘調査

遥
り が な名 み喩み惰『譴〇詠 （第し、il砂叶籠l蓋）跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう佐さよ用お岡か字あざみ南fみや柳なぎ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°50'1611 134°35'20" 2003・1・16 65.8 駐車場整備

450010 i 450026 ~1・20 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 、・ 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記 事 項

南柳遺跡 集落跡 弥生時代 土坑・溝・ピット 弥生土器・土師器 公共事業

～中世 須恵器

追迫ふ^ 
り が な名 れ蓮ん常じょ寺うじ北きた遺いせ桝!（第t'し、44次じ調ちょ査うさ） 跡

所ふ りが在 な地 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょうれ蓮ん加吊う等字あざーいちノのみ宮や

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(nf) 調査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'18" 134°34'38" 2003・3・17 80.34 店舗建設

450010 ; 450212 ~3・19 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

蓮常北遺跡 集落跡 弥生時代 土坑・ピット 弥生土器・須恵器

～中世

平成 15年度

坦迫ふ り が な名 れ蓮ん常じょ寺うじ北きt-遺いせlb希(第だい55次じ調ちょ査うさ） 跡

所ふ り在 が な地 揖いぼ保ぐ郡ん太たい子しち町ょうれ蓮ん江吊う寺あ字ざーいちノのみ宮や

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'18" 134°34'38" 2003・4・7 289 店舗建設

450010 450212 ~5・2 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

蓮常北遺跡 集落跡 弥生時代 住居址・土坑・溝 弥生士器・士師器 受託事業

～中世 ピット 須恵器 本発掘調査
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追迫ふ~ り が な名
t豆繭籠ID遺属跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう t立—つお岡か字あざ笹ささや山ま

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rr:f) 調査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'18" 134°341 5811 2003・5・27 12 個人住宅建設

450010 i 450224 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

立岡笹山遺 集落跡 弥生時代 須恵器

跡 ～中世

追迫ふ 層
が な名 飴隼遺疇

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう太おお田た字あざヨフカ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°49'31" 134°36'2911 2003・5・30 16 宅地造成

450010'450107 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

田中遺跡 集落跡 弥生時代

～中世

這迫ふ~ り が な名 策履遺疇跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょう東とう保ぽあ字ざな中かノの空:;g、ぁ字ざ木きも森り

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'55" 134°35'3211 2003・7・17 72.2 宅地造成

450010 I 4500078 ~7・25 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

東保遺跡 集落跡 弥生時代 溝 弥生土器・土師器

～中世 須恵器・輸入磁器

追迫ふ り が な名 楯t-て岩いわ城じょう跡あと跡

所ふ り が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょうや山ま田だあ字ざだ大いや山ま在

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rd) 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°50'14" 134°36'53" 2003・8・5 30 情報基盤整備

450010 450109 ~8・11 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

楯岩城跡 城跡 中世 ピット 土師器 公共事業
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坦迫ふ り が な名 髯悼戻〗］も募籟 （ひ薗！り舌ふり貸）跡

所ふ りが在 な地 揖いぽ保ぐ郡ん太t-い子しち町ょうや山ま田だ字あざだ大いや山ま

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrl) 調査原 因

市町村 遺跡番号 34°50'10" 134°37'1011 2003・9・1 34 無線基地局建設

450010 I 450151 ~9・3 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

山田大山8号 古墳 古墳

墳

遺ふ り が な名 川かわ島しま遺いせ桝｝ （第だい14I4次じ調ちょ査うさ） 跡

所ふ り在が な地 揖いぽ保ぐ郡んt太-い子しち町ょう太おお田だあ字ざや山まのノし下た

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrl) 調査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'33" 134°36'2211 2003・9・4 36.9 宅地造成

450010 ! 450092 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

JI I島遺跡 集落跡 弥生時代 輸入磁器

～中世

遺ふ
り が な名 筑羞笑這鈷跡

所ふ りが在 畑 揖いぽ保ぐ郡ん太たい子しち町ょう佐さよ用お岡か字あざi妥くらヶが坪つぼ
コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°50'30" 134°34'4811 2003・9・16 29.7 集会所建設

450010 I 450222 ~9・18 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

筑紫大道跡 道跡 中世 弥生土器・須恵器

遺ふ り跡 が な名 竹たけひ広ろ遺いせ桝¼ （第だい22次じ調ちょ査うさ） 

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太t-い子しち町ょう竹たけひ広ろ字あざち長ょう盗ん

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°48'49" 134°34'50" 2003・12・1 19 公会堂建設

450010 450245 ~12・2 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

竹広遺跡 集落跡 中世 溝 土師器・須恵器
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遺ふ り が な名 笠箇薦蘊詠（第し、22次論蓋）跡

所 り在
が な地 揖いぽ保ぐ郡んt太-い子しち町ょうた立つお岡か字あざや山ま崎さき

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'24" 134°34'38" 2003・11・25 44.8 宅地造成

450010 I 450205 ~11・27 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

立岡南遺跡 集落跡 弥生時代 溝 弥生土器・須恵器・

～中世

追迫ふ▲ り が な名 戻自部蘭蓮蘇跡

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太t—い子しち町ょう矢や 田t-部べあ字ざ書しよ写しゃ田だ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°491 17" 134°351 1811 2003・12・8 80.6 宅地造成

450010 ! 450244 ~12・11 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記 事 項

矢田部南遺 集落跡 弥生時代 上坑・ピット 弥生土器・須恵器・

跡 集石遺構

追迫ふ り跡 が 峯 福ふく井いお大お池いけ

所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡んt太-い子しち町ょう原はらあ字ざ福ふく井いお大お池いけ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'12" 134°36'4311 2003・12・17 180 堤防改修

450010 ~2004・1・28 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記 事 項

公共事業

平成 16年度

坦迫:・ り跡 が な名 舶犀鳶自遣疇
所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡んt太-い子しち町ょう東とう保ぼ字あざ宗むね田た

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査 原 因

市町村 遺跡番号 34°49'54" 134°35'1211 2004・7・22 102 集合住宅建設

450010 450079 ~7・30 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

東保高田遺 集落跡 弥生時代 溝 弥生土器・士師器 受託事業

跡 ～中世 須恵器 本発掘調査
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遺ふ り跡 が な名 薔縞尋籠蘊詠
所ふ り在が な地 揖いぽ保ぐ郡んた太い子しち町ょうい饒かるが字あざち中ゅ宮うぐ寺うじ、あ字ざみ水ずば走しり

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'24" 134°34'39" 2004・12・22 548.20 宅地造成

450010 I 450013 ~2005・1・31 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

斑鳩寺南遺 集落跡 縄紋時代 住居址・士坑・溝 縄紋土器・弥生土器

跡 ～中世 ピット 土師器・須悪器・輸

入磁器・布目瓦

石鏃・石製品

追迫ふ り跡 が な名 絨訟直砿
所ふ り在 が な地 揖いぽ保ぐ郡ん太t-い子しち町ょうい饒かるが字あざ植・え竹たけ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°50'14" 134°34'56" 2005・1・20 8 個人住宅建設

450010 i 450005 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

城山遺跡 集落跡 縄紋時代

～中世

遺ふ り跡 が な名 厨韮遺疇

所 り在
が な地 揖いぽ保ぐ郡ん t太—ぃ子しち町ょう太おお田だ 字あざ五ごた反ん田だ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積(rrf) 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'56" 134°36'20" 2005・2・4 12 宅地造成

450010 : 450107 ~2・7 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

田中遺跡 集落跡 弥生時代 土師器・須恵器

～中世

追迫ふ~ り が な名 笠蘭董遥詠跡

所ふ り在 が な地 揖いぼ保ぐ郡ん太たい子しち町ょうt立一つお岡か字あざお小ば畑たけ

コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積（面） 調 査原 因

市町村 遺跡番号 34°49'40" 134°34'48" 2005・2・14 48 宅地造成

450010 i 450206 ~2・18 

所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

立岡東遺跡 集落跡 弥生時代 土師器・須恵器

～中世
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